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(57)【要約】
【課題】アシスト駆動を繰り返し行った場合にも適正な
アシスト駆動を維持できる表示ドライバー等の提供。
【解決手段】表示ドライバー１０は、表示データに基づ
いて階調電圧ＶＧを出力線ＬＱに出力するＤ／Ａ変換回
路ＤＡＣと、キャパシター群ＣＧと、表示データに基づ
いてキャパシター群ＣＧの一端に駆動信号群ＤＧを出力
する駆動回路２０とを有し、出力線ＬＱに接続されて出
力線ＬＱのアシスト駆動を行うアシスト回路ＡＳと、電
気光学パネル１５０を駆動するアンプ回路ＡＭＰを含む
。アシスト回路ＡＳは、キャパシター群ＣＧの他端と出
力線ＬＱとの間に設けられ、アシスト期間においてオン
になる出力スイッチＳＱと、一端がキャパシター群ＣＧ
の他端に接続され、他端に初期化電圧ＶＧ０が入力され
る初期化スイッチＳＩを含み、初期化期間において出力
スイッチＳＱ及び初期化スイッチＳＩがオンになる。
【選択図】図１



(2) JP 2021-33095 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示データに基づいて階調電圧を出力線に出力するＤ／Ａ変換回路と、
　キャパシター群と、前記表示データに基づいて前記キャパシター群の一端に駆動信号群
を出力する駆動回路とを有し、前記出力線に接続されて前記出力線のアシスト駆動を行う
アシスト回路と、
　電気光学パネルを駆動するアンプ回路と、
　を含み、
　前記アシスト回路は、
　前記キャパシター群の他端と前記出力線との間に設けられ、アシスト期間においてオン
になる出力スイッチと、
　一端が前記キャパシター群の他端に接続され、他端に初期化電圧が入力される初期化ス
イッチと、
　を含み、
　初期化期間において、前記出力スイッチ及び前記初期化スイッチがオンになることを特
徴とする表示ドライバー。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記初期化期間において、前記Ｄ／Ａ変換回路の出力はハイインピーダンス状態に設定
されることを特徴とする表示ドライバー。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記初期化期間の後、前記初期化スイッチがオフになり、
　前記アシスト期間において前記アシスト回路が前記出力線のアシスト駆動を行った後、
前記出力スイッチがオフになることを特徴とする表示ドライバー。
【請求項４】
　請求項３に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記出力スイッチがオフになった後、前記Ｄ／Ａ変換回路が前記階調電圧を前記出力線
に出力することを特徴とする表示ドライバー。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記アシスト回路は、
　前記初期化期間において、初期化用の制御信号群を前記駆動回路に出力し、前記アシス
ト期間において、前記表示データに対応する前記制御信号群を前記駆動回路に出力する初
期化回路を含むことを特徴とする表示ドライバー。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記出力線として、第１階調出力線と第２階調出力線が設けられ、
　前記Ｄ／Ａ変換回路は、
　前記表示データの上位側ビットデータに基づいて、第１階調電圧を前記第１階調出力線
に出力し、前記上位側ビットデータに基づいて、第２階調電圧を前記第２階調出力線に出
力し、
　前記アンプ回路は、
　前記表示データの下位側ビットデータに基づいて、前記第１階調電圧と第２階調電圧の
間の階調電圧に対応する駆動電圧を出力することを特徴とする表示ドライバー。
【請求項７】
　請求項６に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記アシスト回路は、前記第１階調出力線及び前記第２階調出力線に接続されることを
特徴とする表示ドライバー。
【請求項８】
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　請求項６又は７に記載の表示ドライバーにおいて、
　前記第１階調出力線及び前記第２階調出力線の一方の階調出力線に接続されるアンプ回
路用のアシスト回路を含み、
　前記アンプ回路用のアシスト回路は、
　前記アシスト回路が前記第１階調出力線及び前記第２階調出力線のアシスト駆動を行っ
た後、前記一方の階調出力線のアシスト駆動を行うことを特徴とする表示ドライバー。
【請求項９】
　表示データに基づいて階調電圧を出力線に出力するＤ／Ａ変換回路と、
　キャパシター群と、前記表示データに基づいて前記キャパシター群の一端に駆動信号群
を出力する駆動回路とを有し、前記出力線に接続されて前記出力線のアシスト駆動を行う
アシスト回路と、
　電気光学パネルを駆動するアンプ回路と、
　アンプ回路用のアシスト回路と、
　を含み、
　前記出力線として、第１階調出力線と第２階調出力線が設けられ、
　前記Ｄ／Ａ変換回路は、
　前記表示データの上位側ビットデータに基づいて、第１階調電圧を前記第１階調出力線
に出力し、前記上位側ビットデータに基づいて、第２階調電圧を前記第２階調出力線に出
力し、
　前記アンプ回路は、
　前記表示データの下位側ビットデータに基づいて、前記第１階調電圧と第２階調電圧の
間の階調電圧に対応する駆動電圧を出力し、
　前記アンプ回路用のアシスト回路は、
　前記第１階調出力線及び前記第２階調出力線の一方の階調出力線に接続され、前記アシ
スト回路が前記第１階調出力線及び前記第２階調出力線をアシスト電圧に設定した後、前
記一方の階調出力線をアシスト駆動することを特徴とする表示ドライバー。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の表示ドライバーと、
　前記表示ドライバーにより駆動される前記電気光学パネルと、
　を含むことを特徴とする電気光学装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の表示ドライバーを含むことを特徴とする電子機
器。
【請求項１２】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の表示ドライバーを含むことを特徴とする移動体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示ドライバー、電気光学装置、電子機器及び移動体等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクター、情報処理装置、携帯型情報端末等の種々の電子機器において液晶表示
装置などの表示装置が用いられている。このような表示装置では高精細化が進んでおり、
それに伴って表示ドライバーが１つの画素を駆動する時間が短くなっており、表示ドライ
バーの高速駆動への要望がある。表示ドライバーの高速駆動を実現する従来技術としては
例えば特許文献１に開示される技術がある。特許文献１では、Ｄ／Ａ変換回路の出力ノー
ドに対して、補助用電圧設定回路を設け、補助用電圧設定回路は、補助用のキャパシター
と、補助用のキャパシターの一端を駆動する駆動回路を備えることで、表示ドライバーの
高速駆動を実現している。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－９０８８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　表示ドライバーでは、Ｄ／Ａ変換回路が、複数の階調電圧の中から表示データに対応す
る階調電圧を選択し、アンプ回路が、選択された階調電圧に対応する駆動電圧を、電気光
学パネルに出力する。このため、表示ドライバーの高速駆動を実現しようとすると、階調
電圧が供給される階調電圧線の充放電が間に合わなくなってしまい、適正な表示駆動を実
現できなくなる。またデータ電圧に対応する電圧を補助用のキャパシターを用いて繰り返
し設定した場合に、補助用電圧設定回路による補助用電圧が次第にずれて行ってしまうお
それがあることが判明した。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一態様は、表示データに基づいて階調電圧を出力線に出力するＤ／Ａ変換回路
と、キャパシター群と、前記表示データに基づいて前記キャパシター群の一端に駆動信号
群を出力する駆動回路とを有し、前記出力線に接続されて前記出力線のアシスト駆動を行
うアシスト回路と、電気光学パネルを駆動するアンプ回路と、を含み、前記アシスト回路
は、前記キャパシター群の他端と前記出力線との間に設けられ、アシスト期間においてオ
ンになる出力スイッチと、一端が前記キャパシター群の他端に接続され、他端に初期化電
圧が入力される初期化スイッチと、を含み、初期化期間において、前記出力スイッチ及び
前記初期化スイッチがオンになる表示ドライバーに関係する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本実施形態の表示ドライバーの基本構成例。
【図２】表示ドライバーの動作説明図。
【図３】表示ドライバーの動作を説明する信号波形図。
【図４】本実施形態の表示ドライバーの構成例。
【図５】表示ドライバーの動作説明図。
【図６】表示ドライバーの全体的な構成例を示す図。
【図７】階調電圧についての説明図。
【図８】階調電圧線の充放電の問題についての説明図。
【図９】第１耐圧トランジスター、第２耐圧トランジスターが形成されるトリプルウェル
構造の一例を示す断面図。
【図１０】第１耐圧トランジスター、第２耐圧トランジスターの電圧範囲の説明図。
【図１１】表示ドライバーの具体的な構成例。
【図１２】表示ドライバーの動作説明図。
【図１３】表示ドライバーの詳細な第１構成例。
【図１４】第１構成例の表示ドライバーの動作を説明する信号波形図。
【図１５】表示ドライバーの詳細な第２構成例。
【図１６】第２構成例の表示ドライバーの動作を説明する信号波形図。
【図１７】電気光学装置の構成例。
【図１８】電子機器の構成例。
【図１９】移動体の構成例。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本実施形態について説明する。なお、以下に説明する本実施形態は、特許請求の
範囲の記載内容を不当に限定するものではない。また本実施形態で説明される構成の全て
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が必須構成要件であるとは限らない。
【０００８】
　１．表示ドライバーの基本構成例
　図１に本実施形態の表示ドライバー１０の基本構成例を示し、図２に表示ドライバー１
０の動作説明図を示す。表示ドライバー１０は、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣと、アシスト回路
ＡＳと、アンプ回路ＡＭＰを含む。
【０００９】
　Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣは、表示データＤＡに基づいて階調電圧ＶＧを出力線ＬＱに出力
する。具体的にはＤ／Ａ変換回路ＤＡＣは、複数の階調電圧ＶＧ１～ＶＧ３２の中から表
示データＤＡに基づき選択された階調電圧ＶＧを、出力線ＬＱに出力する。例えばＤ／Ａ
変換回路ＤＡＣは、表示データＤＡの各ビットデータに基づきオン、オフが制御される複
数のスイッチ素子を含み、例えばトーナメント方式と呼ばれる方式で、複数の階調電圧Ｖ
Ｇ１～ＶＧ３２の中から表示データＤＡに対応する階調電圧を選択する。
【００１０】
　アシスト回路ＡＳは、キャパシター群ＣＧと、キャパシター群ＣＧの一端に駆動信号群
ＤＧを出力する駆動回路２０を有する。そしてアシスト回路ＡＳは、出力線ＬＱに接続さ
れて出力線ＬＱのアシスト駆動を行う。アシスト回路ＡＳが行うアシスト駆動は、キャパ
シター群ＣＧを用いた電荷再配分を利用して、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣの出力線ＬＱの電圧
を、表示データＤＡに対応する所望の電圧に近づけるための予備駆動である。例えばキャ
パシター群ＣＧのキャパシターに電荷が蓄積された状態で、駆動回路２０がキャパシター
群ＣＧの一端を、表示データＤＡに対応する駆動信号群ＤＧで駆動することで、出力線Ｌ
Ｑの電圧が、表示データＤＡに対応する階調電圧ＶＧに近づくようになり、表示ドライバ
ー１０の高速駆動が実現される。
【００１１】
　アンプ回路ＡＭＰは電気光学パネル１５０を駆動する。アンプ回路ＡＭＰは例えば演算
増幅器ＯＰにより構成される。例えばアンプ回路ＡＭＰは、入力ノードＮＩに入力された
電圧をバッファリングした電圧を、駆動電圧ＶＤとして出力する。例えばアンプ回路ＡＭ
Ｐは、演算増幅器ＯＰをボルテージフォロワー接続した構成の回路となっている。なおア
ンプ回路ＡＭＰは反転型の演算増幅器ＯＰにより構成されてもよい。そしてアンプ回路Ａ
ＭＰの出力ノードは、表示ドライバー１０の出力端子及び電気光学パネル１５０の入力端
子を介して、電気光学パネル１５０のデータ線に電気的に接続される。これによりアンプ
回路ＡＭＰの駆動電圧ＶＤを用いて電気光学パネル１５０の画素電極を駆動できるように
なり、電気光学パネル１５０を用いた画像の表示が可能になる。
【００１２】
　そして図１に示すようにアシスト回路ＡＳは、出力スイッチＳＱと初期化スイッチＳＩ
を含む。出力スイッチＳＱは、キャパシター群ＣＧの他端と出力線ＬＱとの間に設けられ
、図２に示すようにアシスト回路ＡＳのアシスト期間においてオンになる。このときＤ／
Ａ変換回路ＤＡＣの出力はハイインピーダンス状態に設定される。またキャパシター群Ｃ
Ｇの一端には、駆動回路２０からの駆動信号群ＤＧが入力される。そして出力スイッチＳ
Ｑがオフになった後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣが階調電圧ＶＧを出力線ＬＱに出力する。即
ち出力スイッチＳＱがオンからオフになった後のＤＡＣ動作期間において、Ｄ／Ａ変換回
路ＤＡＣが、ＶＧ１～ＶＧ３２の中から表示データＤＡに基づき選択された電圧を、階調
電圧ＶＧとして出力線ＬＱに出力する。
【００１３】
　また初期化スイッチＳＩは、一端がキャパシター群ＣＧの他端に接続され、他端に初期
化電圧ＶＧ０が入力される。初期化スイッチＳＩはＣＭＯＳのトランジスターなどにより
実現できる。そして図２に示すように、初期化期間において初期化スイッチＳＩがオンに
なることで、キャパシター群ＣＧの他端が初期化電圧ＶＧ０に設定される。具体的には本
実施形態では、初期化期間において、出力スイッチＳＱ及び初期化スイッチＳＩがオンに
なる。これにより、オンになった出力スイッチＳＱ及び初期化スイッチＳＩを介して、出
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力線ＬＱが初期化電圧ＶＧ０に設定されるようになる。
【００１４】
　このように本実施形態では、初期化期間において、出力スイッチＳＱ及び初期化スイッ
チＳＩがオンになり、キャパシター群ＣＧの他端が初期化電圧ＶＧ０に設定され、出力線
ＬＱが初期化電圧ＶＧ０に設定される。これにより初期化期間において出力線ＬＱが初期
化電圧ＶＧ０に設定された後、アシスト期間においてアシスト回路ＡＳがアシスト駆動を
行えるようになる。即ち、初期化期間において出力線ＬＱが初期化電圧ＶＧ０に設定され
、このように出力線ＬＱが初期化電圧ＶＧ０に設定された状態から、アシスト回路ＡＳが
、出力線ＬＱの電圧を、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣが出力する階調電圧ＶＧに近づけるアシス
ト駆動が行われるようになる。このようにすれば、アシスト駆動が繰り返し行われる場合
にも、アシスト回路ＡＳは、常に初期化電圧ＶＧ０を開始電圧として、アシスト駆動を行
えるようになる。例えば出力線ＬＱの寄生容量となるゲート容量には電圧依存性があり、
出力線ＬＱの電圧に応じて、寄生容量であるゲート容量が変動してしまう。このため、異
なる電圧を開始電圧としてアシスト駆動が行われると、アシスト回路ＡＳによるアシスト
電圧にずれが発生するおそれがある。この点、本実施形態では、初期化電圧ＶＧ０を開始
電圧としてアシスト駆動が行われるため、アシスト回路ＡＳのアシスト駆動が何回も繰り
返された場合にも、アシスト回路ＡＳによるアシスト電圧が次第にずれて行ってしまうよ
うな事態が発生するのを防止できるようになる。またアシスト回路ＡＳは、出力線ＬＱの
電圧を、初期化電圧ＶＧ０から高電位側又は低電位側の一方の電位側の電圧へと変化させ
るアシスト駆動を行えば済むようになり、アシスト駆動の簡素化を図れる。
【００１５】
　また本実施形態では、初期化期間において、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣの出力はハイインピ
ーダンス状態に設定される。例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡＣを構成するスイッチ素子がオフ
になることで、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣの出力がハイインピーダンス状態に設定される。例
えば前述の特許文献１の表示ドライバーでは、Ｄ／Ａ変換回路の出力がハイインピーダン
ス状態になることはなく、Ｄ／Ａ変換回路は表示データに対応する階調電圧を常に出力し
ていた。これに対して本実施形態では、図２に示すように初期化期間においてＤ／Ａ変換
回路ＤＡＣの出力がハイインピーダンス状態に設定される。このようにすれば、初期化期
間においてＤ／Ａ変換回路ＤＡＣが出力線ＬＱに対して階調電圧ＶＧを出力しないように
なるため、出力線ＬＱを初期化電圧ＶＧ０に適正に設定できるようになる。そしてアシス
ト回路ＡＳは、初期化電圧ＶＧ０を開始電圧として出力線ＬＱのアシスト駆動を適正に実
行できるようになる。
【００１６】
　また本実施形態では、初期化期間の後、初期化スイッチＳＩがオフになり、アシスト期
間においてアシスト回路ＡＳが出力線ＬＱのアシスト駆動を行った後、出力スイッチＳＱ
がオフになる。即ち図２に示すように、初期化期間の後、初期化スイッチＳＩがオフにな
ることで、キャパシター群ＣＧの他端への初期化電圧ＶＧ０の供給が停止する。そして、
この状態で、アシスト回路ＡＳがキャパシター群ＣＧを用いたアシスト駆動を行い、その
後に、出力スイッチＳＱがオフになる。このようにすれば、初期化期間の後に、初期化ス
イッチＳＩをオフにすることで、キャパシター群ＣＧの他端に初期化電圧ＶＧ０が供給さ
れないようにして、アシスト回路ＡＳがアシスト駆動を行い、アシスト期間の後に、出力
スイッチＳＱをオフにすることで、アシスト回路ＡＳによる出力線ＬＱのアシスト駆動を
停止できるようになる。
【００１７】
　また本実施形態では、出力スイッチＳＱがオフになった後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣが階
調電圧ＶＧを出力線ＬＱに出力する。即ち図２に示すように、出力スイッチＳＱがオンの
状態で、出力線ＬＱを初期化電圧ＶＧ０に設定する初期化処理が行われ、アシスト回路Ａ
Ｓによるアシスト駆動が行われる。その後、出力スイッチＳＱがオンからオフになり、Ｄ
／Ａ変換回路ＤＡＣが階調電圧ＶＧを出力線ＬＱに出力する。このようにすれば、初期化
期間において出力線ＬＱを初期化電圧ＶＧ０に設定し、アシスト回路ＡＳが、初期化電圧
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ＶＧ０を開始電圧として、表示データＤＡに基づくアシスト駆動を行うことで、出力線Ｌ
Ｑの電圧が、階調電圧ＶＧに近づくようになる。その後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣが階調
電圧ＶＧを出力線ＬＱに出力することで、階調電圧ＶＧに対応する駆動電圧ＶＤで、電気
光学パネル１５０を駆動できるようになり、表示ドライバー１０の高速駆動が実現される
。
【００１８】
　また本実施形態では、アシスト回路ＡＳは初期化回路２４を含む。初期化回路２４は、
図２に示すように、初期化期間において、初期化用の制御信号群ＳＧを駆動回路２０に出
力する。そしてアシスト期間において、表示データＤＡに対応する制御信号群ＳＧを駆動
回路２０に出力する。例えば初期化期間においては、図２に示すように初期化信号ＩＮＩ
がアクティブになることで、初期化回路２４は、初期化用の制御信号群ＳＧを駆動回路２
０に出力する。例えば初期化回路２４は、駆動回路２０が出力する駆動信号群ＤＧを例え
ばローレベルの電圧に初期化する制御信号群ＳＧを出力する。このようにすれば、初期化
期間においては、初期化回路２４が初期化用の制御信号群ＳＧを駆動回路２０に出力する
ことで、駆動回路２０は、初期化用の駆動信号群ＤＧをキャパシター群ＣＧの一端に出力
できるようになる。そして初期化回路２４は、初期化期間の後のアシスト期間において、
表示データＤＡに対応する制御信号群ＳＧを駆動回路２０に出力する。このようにするこ
とで、駆動回路２０は、表示データＤＡに対応する駆動信号群ＤＧを、キャパシター群Ｃ
Ｇの一端に出力するようになり、出力線ＬＱの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から、表示デー
タＤＡに応じた電圧に上昇させるアシスト駆動が可能になる。
【００１９】
　なお初期化回路２４は、駆動回路２０が出力する駆動信号群ＤＧをハイレベルの電圧に
初期化する制御信号群ＳＧを出力してもよい。この場合にはアシスト回路ＡＳは、出力線
ＬＱの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から、表示データＤＡに応じた電圧に下降させるアシス
ト駆動を行うことになる。
【００２０】
　図３は表示ドライバー１０の動作を説明する信号波形図である。まずＤ／Ａ変換回路Ｄ
ＡＣの出力がハイインピーダンス状態に設定される。そして初期化期間においては、出力
線ＬＱが初期化電圧ＶＧ０に設定される。即ち出力スイッチＳＱと初期化スイッチＳＩが
オンになることで、出力線ＬＱが初期化電圧ＶＧ０に設定される。このとき、初期化回路
２４は、駆動信号群ＤＧをローレベルの電圧に初期化する制御信号群ＳＧを出力している
。その後、アシスト回路ＡＳによるアシスト駆動が行われる。具体的にはアシスト回路Ａ
Ｓが、出力線ＬＱの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から高電位側の電圧に上昇させるアシスト
駆動を行う。なお、初期化期間において、初期化回路２４が駆動信号群ＤＧをハイレベル
の電圧に初期化する制御信号群ＳＧを出力し、アシスト期間において、アシスト回路ＡＳ
が、出力線ＬＱの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から低電位側の電圧に下降させるアシスト駆
動を行ってもよい。そしてアシスト期間の後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣが動作して、ＤＡ
Ｃ駆動が行われる。即ち出力線ＬＱの電圧を、表示データＤＡに対応する階調電圧ＶＧに
設定するＤＡＣ駆動が行われる。このようなＤＡＣ動作期間の後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣ
の出力がハイインピーダンス状態に設定される。そして初期化期間において、出力線ＬＱ
の電圧が初期化電圧ＶＧ０に設定される。即ち出力線ＬＱの電圧が、前回の初期化期間の
ときと同じ電圧の初期化電圧ＶＧ０に設定される。その後、出力線ＬＱの電圧を、初期化
電圧ＶＧ０から高電位側の電圧に上昇させるアシスト駆動がアシスト回路ＡＳにより行わ
れる。このアシスト駆動は表示データＤＡに基づき行われるため、アシスト駆動による出
力線ＬＱの到達電圧は、前回のアシスト期間とは異なる電圧になる。そしてアシスト期間
の後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣにより、出力線ＬＱの電圧を、表示データＤＡに対応する
階調電圧ＶＧに設定するＤＡＣ駆動が行われる。
【００２１】
　このように本実施形態では、各初期化期間において、出力線ＬＱの電圧が、同じ電圧の
初期化電圧ＶＧ０に設定され、その後に、初期化電圧ＶＧ０を開始電圧とするアシスト駆
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動が行われる。このようにすれば、アシスト駆動を繰り返し行った場合にも、適正なアシ
スト駆動を維持することが可能になる。
【００２２】
　なお以下では、表示ドライバー１０が正極性駆動及び負極性駆動を行う場合を主に例に
とり説明するが、本実施形態はこれに限定されない。本実施形態の手法は、このような正
極性駆動及び負極性駆動を行わないような駆動手法に対しても適用可能である。例えば図
４～図１６で説明する表示ドライバー１０の各回路の構成や動作は、正極性駆動及び負極
性駆動を行わないような駆動手法にも適用することができる。また図１５で説明するアン
プ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭは、図１５のような詳細な構成例の表示ドライバー１０
のみならず、図１、図４、図１１に示すような構成の表示ドライバー１０にも適用可能で
ある。またアンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭは、図１～図３で説明した出力線ＬＱの
初期化を行わないような構成の表示ドライバー１０に対しても適用可能である。
【００２３】
　２．表示ドライバーの構成例
　図４に本実施形態の表示ドライバー１０の構成例を示す。表示ドライバー１０は、Ｄ／
Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮと、アシスト回路ＡＳＰ、ＡＳＮと、アンプ回路ＡＭＰと
、スイッチＳＷ１、ＳＷ２を含む。そして表示ドライバー１０は電気光学パネル１５０を
駆動する。ＤＡＣＰは第１Ｄ／Ａ変換回路であり、ＤＡＣＮは第２Ｄ／Ａ変換回路であり
、ＡＳＰは第１アシスト回路であり、ＡＳＮは第２アシスト回路であり、ＳＷ１は第１ス
イッチであり、ＳＷ２は第２スイッチである。
【００２４】
　電気光学パネル１５０は、画像を表示するためのパネルであり、例えば液晶パネルや有
機ＥＬパネルなどにより実現できる。電気光学パネル１５０は表示パネルと言うこともで
きる。液晶パネルとしては、薄膜トランジスター（ＴＦＴ）などのスイッチ素子を用いた
アクティブマトリクス方式のパネルを採用できる。具体的には電気光学パネル１５０は、
複数の画素を有する。例えばマトリクス状に配置された複数の画素を有する。また電気光
学パネル１５０は、複数のデータ線と、複数のデータ線に交差する方向に配線される複数
の走査線を有する。そして各データ線と各走査線が交差する領域に、複数の画素の各画素
が設けられる。またアクティブマトリクス方式のパネルの場合には、各画素の領域に、薄
膜トランジスターなどのスイッチ素子が設けられる。そして電気光学パネル１５０は、各
画素の領域における電気光学素子の光学特性を変化させることで表示動作を実現する。電
気光学素子は液晶素子、ＥＬ素子等である。なお有機ＥＬパネルの場合には、各画素の領
域にＥＬ素子を電流駆動するための画素回路が設けられる。
【００２５】
　Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰは、表示データＤＡに基づいて正極性用の階調電圧ＶＧＰを出
力線ＬＱＰに出力する。出力線ＬＱＰは第１出力線である。具体的にはＤ／Ａ変換回路Ｄ
ＡＣＰは、正極性用の複数の階調電圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２の中から表示データＤＡに基
づき選択された階調電圧ＶＧＰを、出力線ＬＱＰに出力する。例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡ
ＣＰは、表示データＤＡの各ビットデータに基づきオン、オフが制御される複数のスイッ
チ素子を含み、例えばトーナメント方式と呼ばれる方式で、複数の階調電圧ＶＧＰ１～Ｖ
ＧＰ３２の中から表示データＤＡに対応する階調電圧を選択する。正極性用の階調電圧は
、コモンとなる電圧を基準として高電位側の階調電圧である。
【００２６】
　Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮは、表示データＤＡに基づいて負極性用の階調電圧ＶＧＮを出
力線ＬＱＮに出力する。出力線ＬＱＮは第２出力線である。具体的にはＤ／Ａ変換回路Ｄ
ＡＣＮは、負極性用の複数の階調電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２の中から表示データＤＡに基
づき選択された階調電圧ＶＧＮを、出力線ＬＱＮに出力する。例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡ
ＣＮは、表示データＤＡの各ビットデータに基づきオン、オフが制御される複数のスイッ
チ素子を含み、例えばトーナメント方式と呼ばれる方式で複数の階調電圧ＶＧＮ１～ＶＧ
Ｎ３２の中から表示データＤＡに対応する階調電圧を選択する。負極性用の階調電圧は、
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コモンとなる電圧を基準として低電位側の階調電圧である。なお図４では正極性及び負極
性の各々の階調数が３２である場合の例を示しているが、階調数は３２より少なくてもよ
いし、３２より多くてもよい。
【００２７】
　アシスト回路ＡＳＰは、キャパシター群ＣＧＰと、キャパシター群ＣＧＰの一端に駆動
信号群ＤＧＰを出力する駆動回路２１を有する。そしてアシスト回路ＡＳＰは、出力線Ｌ
ＱＰに接続されて出力線ＬＱＰのアシスト駆動を行う。キャパシター群ＣＧＰは第１キャ
パシター群であり、駆動回路２１は第１駆動回路であり、駆動信号群ＤＧＰは第１駆動信
号群である。補助用の複数のキャパシターにより構成されるキャパシター群ＣＧＰは、出
力線ＬＱＰと駆動回路２１との間に設けられる。例えばキャパシター群ＣＧＰの一端は、
駆動回路２１の出力ノードに接続され、キャパシター群ＣＧＰの他端は、例えば後述する
出力スイッチ等の回路素子を介して出力線ＬＱＰに電気的に接続される。アシスト回路Ａ
ＳＰが行うアシスト駆動は、キャパシター群ＣＧＰを用いた電荷再配分を利用して、Ｄ／
Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力線ＬＱＰの電圧を、表示データＤＡに対応する所望の電圧に近
づけるための予備駆動である。例えばキャパシター群ＣＧＰのキャパシターに電荷が蓄積
された状態で、駆動回路２１がキャパシター群ＣＧＰの一端を、表示データＤＡに対応す
る駆動信号群ＤＧＰで駆動することで、出力線ＬＱＰの電圧が、表示データＤＡに対応す
る階調電圧ＶＧＰに近づくようになり、表示ドライバー１０の高速駆動が実現される。
【００２８】
　アシスト回路ＡＳＮは、キャパシター群ＣＧＮと、キャパシター群ＣＧＮの一端に駆動
信号群ＤＧＮを出力する駆動回路２２を有する。そしてアシスト回路ＡＳＮは、出力線Ｌ
ＱＮに接続されて出力線ＬＱＮのアシスト駆動を行う。キャパシター群ＣＧＮは第２キャ
パシター群であり、駆動回路２２は第２駆動回路であり、駆動信号群ＤＧＮは第２駆動信
号群である。補助用の複数のキャパシターにより構成されるキャパシター群ＣＧＮは、出
力線ＬＱＮと駆動回路２２との間に設けられる。例えばキャパシター群ＣＧＮの一端は、
駆動回路２２の出力ノードに接続され、キャパシター群ＣＧＮの他端は、例えば後述する
出力スイッチ等の回路素子を介して出力線ＬＱＮに電気的に接続される。アシスト回路Ａ
ＳＮが行うアシスト駆動は、キャパシター群ＣＧＮを用いた電荷再配分を利用して、Ｄ／
Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力線ＬＱＮの電圧を、表示データＤＡに対応する所望の電圧に近
づけるための予備駆動である。例えばキャパシター群ＣＧＮのキャパシターに電荷が蓄積
された状態で、駆動回路２２がキャパシター群ＣＧＮの一端を、表示データＤＡに対応す
る駆動信号群ＤＧＮで駆動することで、出力線ＬＱＮの電圧が、表示データＤＡに対応す
る階調電圧ＶＧＮに近づくようになり、表示ドライバー１０の高速駆動が実現される。
【００２９】
　アンプ回路ＡＭＰは電気光学パネル１５０を駆動する。アンプ回路ＡＭＰは例えば演算
増幅器ＯＰにより構成される。例えばアンプ回路ＡＭＰは、入力ノードＮＩに入力された
電圧をバッファリングした電圧を、駆動電圧ＶＤとして出力する。
【００３０】
　スイッチＳＷ１は、アンプ回路ＡＭＰの入力ノードＮＩと出力線ＬＱＰとの間に設けら
れ、正極性期間においてオンになる。スイッチＳＷ１は第１スイッチである。スイッチＳ
Ｗ１は、例えばＣＭＯＳのトランジスターにより実現できる。スイッチＳＷ１は例えばＰ
型のトランジスターとＮ型のトランジスターにより構成されるトランスファーゲートであ
ってもよい。正極性期間は、正極性用の階調電圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２を用いて表示ドラ
イバー１０が電気光学パネル１５０を駆動する期間である。
【００３１】
　スイッチＳＷ２は、アンプ回路ＡＭＰの入力ノードＮＩと出力線ＬＱＮとの間に設けら
れ、負極性期間においてオンになる。スイッチＳＷ２は第２スイッチである。スイッチＳ
Ｗ２は、例えばＣＭＯＳのトランジスターにより実現できる。スイッチＳＷ２は例えばＰ
型トランジスターとＮ型トランジスターにより構成されるトランスファーゲートであって
もよい。負極性期間は、負極性用の階調電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２を用いて表示ドライバ
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ー１０が電気光学パネル１５０を駆動する期間である。
【００３２】
　図５は本実施形態の表示ドライバー１０の動作説明図である。図５に示すように正極性
期間においてスイッチＳＷ１がオンになり、スイッチＳＷ２がオフになる。これにより正
極性用の出力線ＬＱＰがアンプ回路ＡＭＰの入力ノードＮＩに接続され、負極性用の出力
線ＬＱＮは入力ノードＮＩに非接続になる。そして正極性期間におけるアシスト期間にお
いてアシスト回路ＡＳＰがアシスト駆動を行う。例えばアシスト回路ＡＳＰが、正極性期
間の前半側の期間であるアシスト期間において、出力線ＬＱＰの電圧を、表示データＤＡ
に対応する電圧である階調電圧ＶＧＰに近づけるアシスト駆動を行う。このアシスト期間
においては、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力はハイインピーダンス状態に設定される。例
えばＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰを構成するスイッチ素子がオフになることで、Ｄ／Ａ変換回
路ＤＡＣＰの出力がハイインピーダンス状態に設定される。そしてアシスト期間の後に、
Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが正極性用の階調電圧ＶＧＰを出力線ＬＱＰに出力する。そして
アンプ回路ＡＭＰが、正極性用の階調電圧ＶＧＰに対応した駆動電圧ＶＤを電気光学パネ
ル１５０に出力して、電気光学パネル１５０を駆動する。これにより電気光学パネル１５
０の正極性駆動が可能になる。
【００３３】
　また図５に示すように負極性期間においてスイッチＳＷ２がオンになり、スイッチＳＷ
１がオフになる。これにより負極性用の出力線ＬＱＮがアンプ回路ＡＭＰの入力ノードＮ
Ｉに接続され、正極性用の出力線ＬＱＰは入力ノードＮＩに非接続になる。そして負極性
期間におけるアシスト期間においてアシスト回路ＡＳＮがアシスト駆動を行う。例えばア
シスト回路ＡＳＮが、負極性期間の前半側の期間であるアシスト期間において、出力線Ｌ
ＱＮの電圧を、表示データＤＡに対応する電圧である階調電圧ＶＧＮに近づけるアシスト
駆動を行う。このアシスト期間においては、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力はハイインピ
ーダンス状態に設定される。例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮを構成するスイッチ素子がオ
フになることで、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力がハイインピーダンス状態に設定される
。そしてアシスト期間の後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが負極性用の階調電圧ＶＧＮを出
力線ＬＱＮに出力する。そしてアンプ回路ＡＭＰが、負極性用の階調電圧ＶＧＮに対応し
た駆動電圧ＶＤを電気光学パネル１５０に出力して、電気光学パネル１５０を駆動する。
これにより電気光学パネル１５０の負極性駆動が可能になる。
【００３４】
　以上のように本実施形態では、正極性期間において、スイッチＳＷ１がオンになり、ス
イッチＳＷ２がオフになり、アシスト回路ＡＳＰが出力線ＬＱＰのアシスト駆動を行った
後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが正極性用の階調電圧ＶＧＰを出力線ＬＱＰに出力する。ま
た負極性期間において、スイッチＳＷ１がオフになり、スイッチＳＷ２がオンになり、ア
シスト回路ＡＳＮが出力線ＬＱＮのアシスト駆動を行った後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが
負極性用の階調電圧ＶＧＮを出力線ＬＱＮに出力する。
【００３５】
　このようにすれば、正極性期間においては、アシスト回路ＡＳＰによる正極性用のアシ
スト駆動により、出力線ＬＱＰの電圧を正極性用の階調電圧ＶＧＰに近づけた後、Ｄ／Ａ
変換回路ＤＡＣＰが正極性用の階調電圧ＶＧＰを出力線ＬＱＰに出力することで、階調電
圧ＶＧＰに対応する駆動電圧ＶＤで、電気光学パネル１５０を駆動できるようになる。ま
た負極性期間においては、アシスト回路ＡＳＮによる負極性用のアシスト駆動により、出
力線ＬＱＮの電圧を負極性用の階調電圧ＶＧＮに近づけた後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが
負極性用の階調電圧ＶＧＮを出力線ＬＱＮに出力することで、階調電圧ＶＧＮに対応する
駆動電圧ＶＤで、電気光学パネル１５０を駆動できるようになる。従って、アシスト回路
ＡＳＰ、ＡＳＮによるアシスト駆動を行いながら、電気光学パネル１５０の正極性駆動及
び負極性駆動を実現できるようになる。
【００３６】
　また本実施形態では、アシスト回路ＡＳＰがアシスト駆動を行うアシスト期間において
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、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力はハイインピーダンス状態に設定される。またアシスト
回路ＡＳＮがアシスト駆動を行うアシスト期間において、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力
はハイインピーダンス状態に設定される。前述の特許文献１の表示ドライバーでは、アシ
スト期間においてもＤ／Ａ変換回路が電圧を出力していたが、本実施形態では、アシスト
期間においてＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの出力がハイインピーダンス状態になる
。このようにすれば、アシスト期間でのアシスト回路ＡＳＰ、ＡＳＮのアシスト駆動に対
して、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの出力電圧が影響を与えてしまうのを防止でき
、適正なアシスト駆動を実現できるようになる。そしてアシスト期間の後に、Ｄ／Ａ変換
回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮが表示データＤＡに対応する階調電圧ＶＧＰ、ＶＧＮを出力する
ことで、アシスト回路ＡＳＰ、ＡＳＮにより階調電圧ＶＧＰ、ＶＧＮに近づいた出力線Ｌ
ＱＰ、ＬＱＮの電圧を、正確な階調電圧ＶＧＰ、ＶＧＮに設定できるようになる。
【００３７】
　図６に表示ドライバー１０の全体的な構成例を示す。表示ドライバー１０と電気光学パ
ネル１５０とにより、本実施形態の電気光学装置１６０が構成される。
【００３８】
　図６に示すように表示ドライバー１０は、複数のドライバー回路ＤＶ１、ＤＶ２、ＤＶ
３、ＤＶ４・・・・ＤＶｎ（ｎは正の整数）と、階調電圧生成回路３０を含む。ＤＶ１～
ＤＶｎの各ドライバー回路は、図４で説明したアンプ回路ＡＭＰと、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡ
ＣＰ、ＤＡＣＮと、ロジック回路ＬＯＧと、ラッチ回路ＬＡＴと、図６では不図示のスイ
ッチＳＷ１、ＳＷ２などを含む。ドライバー回路ＤＶ１～ＤＶｎの長辺方向を方向ＤＲ１
とした場合に、ドライバー回路ＤＶ１～ＤＶｎは、方向ＤＲ１に直交する方向ＤＲ２に沿
って並んで配置される。方向ＤＲ１は表示ドライバー１０から電気光学パネル１５０に向
かう方向である。
【００３９】
　階調電圧生成回路３０は、正極性用の階調電圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２を生成して、階調
電圧線ＬＧＰ１～ＬＧＰ３２に出力する。また階調電圧生成回路３０は、負極性用の階調
電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２を生成して、階調電圧線ＬＧＮ１～ＬＧＮ３２に出力する。階
調電圧線ＬＧＰ１～ＬＧＰ３２、ＬＧＮ１～ＬＧＮ３２は、図６に示すように、方向ＤＲ
２に沿ってドライバー回路ＤＶ１～ＤＶｎ上に配線される。例えば階調電圧生成回路３０
はラダー抵抗回路を有しており、ラダー抵抗回路の各電圧分割ノードに生成された階調電
圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２、ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２を、階調電圧線ＬＧＰ１～ＬＧＰ３２、
ＬＧＮ１～ＬＧＮ３２に出力する。なお階調電圧生成回路３０は、後述する初期化電圧も
生成して、初期化電圧線ＬＶＧ０に出力する。初期化電圧は、例えば、正極性用の階調電
圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２のうち電圧が最も低い階調電圧ＶＧＰ１と、負極性用の階調電圧
ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２のうち電圧が最も高い階調電圧ＶＧＮ１の間の電圧である。
【００４０】
　図７は階調電圧についての説明図である。図７に示すように正極性用の階調電圧ＶＧＰ
１～ＶＧＰ３２では、階調が大きくなるにつれて電圧が例えば高くなる。負極性用の階調
電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２では、階調が大きくなるにつれて電圧が例えば低くなる。そし
て本実施形態では後述する初期化電圧として、正極性用の階調電圧範囲と負極性用の階調
電圧範囲の境界電圧に対応するＶＧ０を用いる。一例としてはＶＧＰ３２＝１２．５Ｖで
あり、ＶＧ０＝７．５Ｖであり、ＶＧＮ３２＝２．５Ｖである。
【００４１】
　なお後述する本実施形態の表示ドライバー１０の詳細例では、アンプ回路ＡＭＰが、表
示データＤＡの下位側ビットデータに基づいて、第１階調電圧と第２階調電圧の間の階調
電圧に対応する駆動電圧ＶＤを出力する。第１階調電圧と第２階調電圧は隣り合う階調電
圧であり、正極性側では図７のＶＧＰＡが第１階調電圧に対応し、ＶＧＰＢが第２階調電
圧に対応する。負極性側ではＶＧＮＡが第１階調電圧に対応し、ＶＧＮＢが第２階調電圧
に対応する。
【００４２】
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　図８は、階調電圧線の充放電の問題についての説明図である。図８では、表示データＤ
Ａが変化することで、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力電圧がＶＧＰ３１からＶＧＰ１６に
変化している。このとき、図６のＤＶ１～ＤＶｎの１つのドライバー回路においてこのよ
うな電圧変化が生じた場合にはあまり問題にならないが、多数のドライバー回路において
このような電圧変化が生じた場合には問題になる。例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰのスイ
ッチ素子のドレイン容量や、配線容量などが、階調電圧線ＬＧＰ３１の寄生容量となり、
当該寄生容量には、ＶＧＰ３１の電圧による電荷が蓄積されている。従って、図８に示す
ような電圧変化がＤＶ１～ＤＶｎのうちの多数のドライバー回路において発生すると、階
調電圧線ＬＧＰ３１の寄生容量に蓄積された電荷が、階調電圧線ＬＧＰ１６に流れ込むこ
とで、Ａ１に示すような大きな電圧変動が階調電圧線ＬＧＰ１６に発生してしまう。この
ような大きな電圧変動を、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの駆動能力だけで抑えるのは困難であ
り、表示ドライバー１０の高速駆動の妨げになってしまう。従って、このような大きな電
圧変動に対しても適切に対処できるアシスト駆動を実現する必要がある。
【００４３】
　また電気光学パネル１５０の駆動には高電圧が必要であり、このために、表示ドライバ
ー１０の回路を構成するトランジスターとして高耐圧トランジスターを用いる必要がある
。例えば図７のＶＧＰ３２～ＶＧＮ３２の電圧範囲に対応する１２．５Ｖ～２．５Ｖの電
圧範囲の階調電圧で、電気光学パネル１５０を駆動しようとすると、高耐圧トランジスタ
ーが必要になってしまう。しかしながら、高耐圧トランジスターはレイアウト面積が大き
いため、このような高耐圧トランジスターだけで表示ドライバー１０の回路を形成しよう
とすると、表示ドライバー１０の回路面積が大幅に増加してしまうという問題が生じる。
【００４４】
　この点、本実施形態では、図４のように正極性用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ及び負極性
用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮと、スイッチＳＷ１、ＳＷ２を設け、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣ
Ｐ、ＤＡＣＮの出力電圧を、スイッチＳＷ１、ＳＷ２を用いてアンプ回路ＡＭＰに順次に
入力するようにしている。例えば正極性期間では、正極性用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの
出力電圧をスイッチＳＷ１を介してアンプ回路ＡＭＰに入力し、負極性期間では、負極性
用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力電圧をスイッチＳＷ２を介してアンプ回路ＡＭＰに入
力する。そして本実施形態ではＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力線ＬＱＰに接続される正極
性用のアシスト回路ＡＳＰと、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力線ＬＱＮに接続される負極
性用のアシスト回路ＡＳＮを設けている。このようにすれば、正極性駆動においては、ア
シスト回路ＡＳＰによるアシスト駆動を行った後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力電圧
をスイッチＳＷ１を介してアンプ回路ＡＭＰに入力し、負極性駆動においては、アシスト
回路ＡＳＮによるアシスト駆動を行った後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力電圧をスイ
ッチＳＷ２を介してアンプ回路ＡＭＰに入力できるようになる。従って、正極性駆動と負
極性駆動を交互に行うような駆動を行った場合にも、図８に示すような階調電圧線の大き
な電圧変動に適切に対処できるアシスト駆動の実現が可能になる。
【００４５】
　また表示ドライバー１０を図４のような回路構成とすることで、例えばＤ／Ａ変換回路
ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮを、第１耐圧トランジスターにより構成し、アンプ回路ＡＭＰ、アシ
スト回路ＡＳＰ、ＡＳＮ、スイッチＳＷ１、ＳＷ２を、第１耐圧トランジスターよりも耐
圧が高い第２耐圧トランジスターにより構成することが可能になる。例えばＤ／Ａ変換回
路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮについては、例えば８Ｖ程度の中耐圧（Middle Volage）の第１耐
圧トランジスターにより構成する。一方、アンプ回路ＡＭＰ、アシスト回路ＡＳＰ、ＡＳ
Ｎ、スイッチＳＷ１、ＳＷ２については、例えば１２．５Ｖ程度以上の高耐圧（High Vol
age）の第２耐圧トランジスターにより構成する。このようにすれば、表示ドライバー１
０の全ての回路を、高耐圧トランジスターである第２耐圧トランジスターにより構成する
場合に比べて、表示ドライバー１０の回路面積を大幅に縮小できる。例えばＤ／Ａ変換回
路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮは、表示データＤＡのビット数に対応する多数の個数のスイッチ素
子により構成され、回路面積も大きいため、これらのＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮ
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を高耐圧の第２耐圧トランジスターにより構成してしまうと、回路面積が非常に大きくな
ってしまう。この点、本実施形態では、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮについては、
第２耐圧トランジスターよりも低耐圧の第１耐圧トランジスターにより構成できるため、
表示ドライバー１０の回路面積の大幅な縮小化を図れる。
【００４６】
　図９は第１耐圧トランジスター及び第２耐圧トランジスターが形成されるトリプルウェ
ル構造の一例を示す断面図である。例えば図９では、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰは、Ｎ型の
第１耐圧トランジスターＭＮＴＰやＰ型の第１耐圧トランジスターＭＰＴＰにより構成さ
れる。Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮは、Ｎ型の第１耐圧トランジスターＭＮＴＮやＰ型の第１
耐圧トランジスターＭＰＴＮにより構成される。一方、アンプ回路ＡＭＰ、アシスト回路
ＡＳＰ、ＡＳＮ、スイッチＳＷ１、ＳＷ２は、Ｎ型の第２耐圧トランジスターＨＮＴやＰ
型の第２耐圧トランジスターＨＰＴにより構成される。
【００４７】
　そして図９のトリプルウェル構造では、Ｐ型の基板ＰＳＵＢに対して、複数のＮ型のデ
ィープウェルＤＮＷＰ、ＤＮＷＮが形成される。これらのディープウェルＤＮＷＰ、ＤＮ
ＷＮは、Ｐ型の基板ＰＳＵＢに形成された例えばＮ型の埋め込み層である。そしてＮ型の
ディープウェルＤＮＷＰには、Ｐ型のウェルＭＰＷＰとＮ型のウェルＭＮＷＰが形成され
、Ｐ型のウェルＭＰＷＰには、Ｎ型の第１耐圧トランジスターＭＮＴＰが形成され、Ｎ型
のウェルＭＮＷＰには、Ｐ型の第１耐圧トランジスターＭＰＴＰが形成される。第１耐圧
トランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰは中耐圧トランジスターであり、これらの第１耐圧ト
ランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰによりＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが構成される。またＮ型
のディープウェルＤＮＷＮには、Ｐ型のウェルＭＰＷＮとＮ型のウェルＭＮＷＮが形成さ
れ、Ｐ型のウェルＭＰＷＮには、Ｎ型の第１耐圧トランジスターＭＮＴＮが形成され、Ｎ
型のウェルＭＮＷＮには、Ｐ型の第１耐圧トランジスターＭＰＴＮが形成される。第１耐
圧トランジスターＭＮＴＮ、ＭＰＴＮは中耐圧トランジスターであり、これらの第１耐圧
トランジスターＭＮＴＮ、ＭＰＴＮによりＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが構成される。
【００４８】
　一方、基板ＰＳＵＢに形成された高耐圧用のＰ型のウェルＨＰＷには、Ｎ型の第２耐圧
トランジスターＨＮＴが形成される。また基板ＰＳＵＢに形成された高耐圧用のＮ型のウ
ェルＨＮＷには、Ｐ型の第２耐圧トランジスターＨＰＴが形成される。第２耐圧トランジ
スターＨＮＴ、ＨＰＴは高耐圧トランジスターであり、これらの第２耐圧トランジスター
ＨＮＴ、ＨＰＴにより、アンプ回路ＡＭＰ、アシスト回路ＡＳＰ、ＡＳＮ、スイッチＳＷ
１、ＳＷ２が構成される。
【００４９】
　図９のようなディープウェル構造を用いることで、第１耐圧トランジスターＭＮＴＰ、
ＭＰＴＰ、ＭＮＴＮ、ＭＰＴＮと、第２耐圧トランジスターＨＮＴ、ＨＰＴというように
、異なる耐圧のトランジスターを基板ＰＳＵＢに形成できるようになる。また基板ＰＳＵ
Ｂ上に分離されたＮ型のディープウェルＤＮＷＰ、ＤＮＷＮを形成することで、正極性用
の第１耐圧トランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰの電圧範囲と、負極性用の第１耐圧トラン
ジスターＭＮＴＮ、ＭＰＴＮの電圧範囲を、互いに異ならせることが可能になる。
【００５０】
　図１０は、第１耐圧トランジスター及び第２耐圧トランジスターの電圧範囲の説明図で
ある。図１０に示すように、正極性用の第１耐圧トランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰの電
圧範囲はＶＧＰ３２～ＶＧ０であり、負極性用の第１耐圧トランジスターＭＮＴＮ、ＭＰ
ＴＮの電圧範囲はＶＧ０～ＧＮＤであり、電圧範囲が互いに異なっている。ＶＧＰ３２は
、正極性期間での正極性駆動における高電位電圧であり、正極性期間での最も高い階調電
圧である。第１耐圧トランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰの電圧範囲は、ＶＧＰ３２とＶＧ
０の間の電圧範囲になる。ＶＧＮ３２は、負極性期間での負極性駆動における高電位電圧
であり、負極性期間での最も低い階調電圧である。第１耐圧トランジスターＭＮＴＮ、Ｍ
ＰＴＮの電圧範囲は、ＶＧ０と、ＶＧＮ３２より低いＧＮＤの間の電圧範囲になる。ＶＧ
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０は、後述する初期化電圧に対応し、正極性期間での正極性駆動における高電位電圧であ
るＶＧＰ３２と、負極性期間での負極性駆動における低電位電圧であるＶＧＮ３２との中
間電圧である。
【００５１】
　一方、第２耐圧トランジスターＨＮＴ、ＨＰＴの電圧範囲はＶＤＤＨ～ＧＮＤになる。
ＶＤＤＨはＶＧＰ３２よりも高い電圧であり、表示ドライバー１０で用いられる電圧のう
ちの最も高い電圧である。
【００５２】
　図９、図１０に示すようにＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮを、第２耐圧トランジス
ターＨＮＴ、ＨＰＴよりも耐圧が低い第１耐圧トランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰ、ＭＮ
ＴＮ、ＭＰＴＮにより構成することで、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの回路面積を
大幅に縮小できる。Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの回路面積は大きいため、面積が
大きくなる高耐圧の第２耐圧トランジスターＨＮＴ、ＨＰＴではなく、面積を小さくでき
る第１耐圧トランジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰ、ＭＮＴＮ、ＭＰＴＮにより構成すること
で、表示ドライバー１０の回路面積の効率的な縮小化を実現できる。
【００５３】
　また図９のようなトリプルウェル構造を採用することで、正極性側のＤ／Ａ変換回路Ｄ
ＡＣＰについては、電圧範囲がＶＧＰ３２～ＶＧ０となる第１耐圧トランジスターＭＮＴ
Ｐ、ＭＰＴＰにより構成し、負極性側のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮについては、電圧範囲が
ＶＧ０～ＧＮＤとなる第１耐圧トランジスターＭＮＴＮ、ＭＰＴＮにより構成できるよう
になる。このように正極性側のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰを、第１電圧範囲の第１耐圧トラ
ンジスターＭＮＴＰ、ＭＰＴＰにより構成し、負極性側のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮを、第
１電圧範囲とは異なる第２電圧範囲の第１耐圧トランジスターＭＮＴＮ、ＭＰＴＮにより
構成することで、高耐圧トランジスターを用いることなく、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、Ｄ
ＡＣＮを構成できるようになり、回路面積の縮小化を図れる。
【００５４】
　図１１に表示ドライバー１０の具体的な構成例を示し、図１２に表示ドライバー１０の
動作説明図を示す。
【００５５】
　図１１の表示ドライバー１０は階調電圧生成回路３０を含む。階調電圧生成回路３０は
、正極性用の階調電圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２を生成して、正極性用のＤ／Ａ変換回路ＤＡ
ＣＰに供給する。また階調電圧生成回路３０は、負極性用の階調電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３
２を生成して、負極性用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮに供給する。また階調電圧生成回路３
０は、初期化電圧となるＶＧ０を生成してアシスト回路ＡＳＰ、ＡＳＮに供給する。なお
後述する表示ドライバー１０の詳細例では、ＶＧ０もＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮ
に供給される。階調電圧生成回路３０は、例えば複数の抵抗が直列接続されたラダー抵抗
回路により実現することができ、ラダー抵抗回路の複数の電圧分割ノードから、階調電圧
ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２、初期化電圧ＶＧ０、階調電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２を出力する。
階調電圧ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２、初期化電圧ＶＧ０、階調電圧ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２の電
圧関係は前述の図７のような関係になっている。
【００５６】
　また図１１では、第１アシスト回路であるアシスト回路ＡＳＰが出力スイッチＳＱＰを
含む。出力スイッチＳＱＰは第１出力スイッチであり、ＣＭＯＳのトランジスターなどに
より実現できる。出力スイッチＳＱＰは、第１キャパシター群であるキャパシター群ＣＧ
Ｐの他端と、第１出力線である出力線ＬＱＰとの間に設けられ、図１２に示すようにアシ
スト回路ＡＳＰのアシスト期間においてオンになる。このときＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの
出力はハイインピーダンス状態に設定される。またキャパシター群ＣＧＰの一端には、駆
動回路２１からの第１駆動信号群である駆動信号群ＤＧＰが入力される。そして出力スイ
ッチＳＱＰがオフになった後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが階調電圧ＶＧＰを出力線ＬＱＰ
に出力する。即ち出力スイッチＳＱＰがオンからオフになった後のＤＡＣ動作期間におい
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て、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが、ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２の中から表示データＤＡに基づき
選択された電圧を、階調電圧ＶＧＰとして出力線ＬＱＰに出力する。
【００５７】
　また図１１では、第２アシスト回路であるアシスト回路ＡＳＮが出力スイッチＳＱＮを
含む。出力スイッチＳＱＮは第２出力スイッチであり、ＣＭＯＳのトランジスターなどに
より実現できる。出力スイッチＳＱＮは、第２キャパシター群であるキャパシター群ＣＧ
Ｎの他端と、第２出力線である出力線ＬＱＮとの間に設けられ、図１２に示すようにアシ
スト回路ＡＳＮのアシスト期間においてオンになる。このときＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの
出力はハイインピーダンス状態に設定される。またキャパシター群ＣＧＮの一端には、駆
動回路２２からの第２駆動信号群である駆動信号群ＤＧＮが入力される。そして出力スイ
ッチＳＱＮがオフになった後、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが階調電圧ＶＧＮを出力線ＬＱＮ
に出力する。即ち出力スイッチＳＱＮがオンからオフになった後のＤＡＣ動作期間におい
て、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが、ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２の中から表示データＤＡに基づき
選択された電圧を、階調電圧ＶＧＮとして出力線ＬＱＮに出力する。
【００５８】
　このような出力スイッチＳＱＰ、ＳＱＮを設ければ、正極性期間におけるアシスト期間
では、出力スイッチＳＱＰがオンになることで、キャパシター群ＣＧＰを用いた電荷再分
配により、出力線ＬＱＰの電圧を、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが出力する階調電圧ＶＧＰに
近づけるアシスト駆動が可能になる。これにより正極性期間での高速な正極性駆動が可能
になる。また負極性期間におけるアシスト期間では、出力スイッチＳＱＮがオンになるこ
とで、キャパシター群ＣＧＮを用いた電荷再分配により、出力線ＬＱＮの電圧を、Ｄ／Ａ
変換回路ＤＡＣＮが出力する階調電圧ＶＧＮに近づけるアシスト駆動が可能になる。これ
により負極性期間での高速な負極性駆動が可能になる。
【００５９】
　また本実施形態では図１２に示すように、正極性期間における初期化期間において、出
力スイッチＳＱＰがオンになり、キャパシター群ＣＧＰの他端が初期化電圧ＶＧ０に設定
される。これにより、オンになった出力スイッチＳＱＰを介して、出力線ＬＱＰが初期化
電圧ＶＧ０に設定されるようになる。このとき、例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰの出力は
ハイインピーダンス状態に設定されており、これにより出力線ＬＱＰが初期化電圧ＶＧ０
に設定される。
【００６０】
　具体的にはアシスト回路ＡＳＰは、一端がキャパシター群ＣＧＰの他端に接続され、他
端に初期化電圧ＶＧ０が入力される初期化スイッチＳＩＰを含む。初期化スイッチＳＩＰ
はＣＭＯＳのトランジスターなどにより実現できる。そして図１２に示すように、初期化
期間において初期化スイッチＳＩＰがオンになることで、キャパシター群ＣＧＰの他端が
初期化電圧ＶＧ０に設定される。更に具体的には、初期化期間において、出力スイッチＳ
ＱＰ及び初期化スイッチＳＩＰがオンになることで、出力線ＬＱＰが初期化電圧ＶＧ０に
設定されるようになる。そして図１２に示すように、初期化期間の後、初期化スイッチＳ
ＩＰがオフになり、アシスト回路ＡＳＰが出力線ＬＱＰのアシスト駆動を行った後、出力
スイッチＳＱＰがオフになる。そして出力スイッチＳＱＰがオフになった後、Ｄ／Ａ変換
回路ＤＡＣＰが階調電圧ＶＧＰを出力線ＬＱＰに出力する。
【００６１】
　また本実施形態では図１２に示すように、負極性期間における初期化期間において、出
力スイッチＳＱＮがオンになり、キャパシター群ＣＧＮの他端が初期化電圧ＶＧ０に設定
される。これにより、オンになった出力スイッチＳＱＮを介して、出力線ＬＱＮが初期化
電圧ＶＧ０に設定されるようになる。このとき、例えばＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮの出力は
ハイインピーダンス状態に設定されており、これにより出力線ＬＱＮが初期化電圧ＶＧ０
に設定される。
【００６２】
　具体的にはアシスト回路ＡＳＮは、一端がキャパシター群ＣＧＮの他端に接続され、他
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端に初期化電圧ＶＧ０が入力される初期化スイッチＳＩＮを含む。初期化スイッチＳＩＮ
はＣＭＯＳのトランジスターなどにより実現できる。そして図１２に示すように、初期化
期間において初期化スイッチＳＩＮがオンになることで、キャパシター群ＣＧＮの他端が
初期化電圧ＶＧ０に設定される。更に具体的には、初期化期間において、出力スイッチＳ
ＱＮ及び初期化スイッチＳＩＮがオンになることで、出力線ＬＱＮが初期化電圧ＶＧ０に
設定されるようになる。そして図１２に示すように、初期化期間の後、初期化スイッチＳ
ＩＮがオフになり、アシスト回路ＡＳＮが出力線ＬＱＮのアシスト駆動を行った後、出力
スイッチＳＱＮがオフになる。そして出力スイッチＳＱＮがオフになった後、Ｄ／Ａ変換
回路ＤＡＣＮが階調電圧ＶＧＮを出力線ＬＱＮに出力する。
【００６３】
　このように本実施形態では、正極性期間における初期化期間において、出力スイッチＳ
ＱＰがオンになり、キャパシター群ＣＧＰの他端が初期化電圧ＶＧ０に設定されることで
、出力線ＬＱＰが初期化電圧ＶＧ０に設定される。これにより正極性期間における初期化
期間において、出力線ＬＱＰが初期化電圧ＶＧ０に設定された後、アシスト期間において
アシスト回路ＡＳＰがアシスト駆動を行えるようになる。即ち、初期化期間において出力
線ＬＱＰが初期化電圧ＶＧ０に設定され、このように出力線ＬＱＰが初期化電圧ＶＧ０に
設定された状態から、出力線ＬＱＰの電圧をＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰが出力する階調電圧
ＶＧＰに近づけるアシスト駆動が、アシスト回路ＡＳＰにより行われるようになる。この
ようにすれば、アシスト駆動が繰り返し行われる場合にも、アシスト回路ＡＳＰは、常に
初期化電圧ＶＧ０を開始電圧として、アシスト駆動を行えるようになる。例えば出力線Ｌ
ＱＰの寄生容量となるゲート容量には電圧依存性があり、出力線ＬＱＰの電圧に応じて、
寄生容量であるゲート容量が変動してしまう。このため、異なる電圧を開始電圧としてア
シスト駆動が行われると、アシスト回路ＡＳＰによるアシスト電圧にずれが発生するおそ
れがある。この点、本実施形態では、初期化電圧ＶＧ０を開始電圧としてアシスト駆動が
行われるため、アシスト回路ＡＳＰのアシスト駆動が何回も繰り返された場合にも、アシ
スト回路ＡＳＰによるアシスト電圧が次第にずれて行ってしまうような事態が発生するの
を防止できる。また正極性用のアシスト回路ＡＳＰは、出力線ＬＱＰの電圧を、初期化電
圧ＶＧ０から高電位側の電圧へと上昇させるアシスト駆動を行えば済むようになり、アシ
スト駆動の簡素化を図れる。
【００６４】
　また本実施形態では、負極性期間における初期化期間において、出力スイッチＳＱＮが
オンになり、キャパシター群ＣＧＮの他端が初期化電圧ＶＧ０に設定されることで、出力
線ＬＱＮが初期化電圧ＶＧ０に設定される。これにより負極性期間における初期化期間に
おいて、出力線ＬＱＮが初期化電圧ＶＧ０に設定された後、アシスト期間においてアシス
ト回路ＡＳＮがアシスト駆動を行えるようになる。即ち、初期化期間において出力線ＬＱ
Ｎが初期化電圧ＶＧ０に設定され、このように出力線ＬＱＮが初期化電圧ＶＧ０に設定さ
れた状態から、出力線ＬＱＮの電圧をＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが出力する階調電圧ＶＧＮ
に近づけるアシスト駆動が、アシスト回路ＡＳＮにより行われるようになる。このように
すれば、アシスト回路ＡＳＮのアシスト駆動が何回も繰り返された場合に、アシスト回路
ＡＳＮによるアシスト電圧が次第にずれて行ってしまうような事態が発生するのを防止で
きる。また負極性用のアシスト回路ＡＳＮは、出力線ＬＱＮの電圧を、初期化電圧ＶＧ０
から低電位側の電圧へと下降させるアシスト駆動を行えば済むようになり、アシスト駆動
の簡素化を図れる。
【００６５】
　また初期化電圧ＶＧ０は、正極性期間での正極性駆動における高電位電圧と負極性期間
での負極性駆動における低電位電圧との中間電圧になっている。即ち図７、図１０に示す
ように、初期化電圧ＶＧ０は、正極性駆動における高電位電圧であるＶＧＰ３２と、負極
性駆動における低電位電圧であるＶＧＮ３２の中間電圧になっている。一例としては、Ｖ
Ｇ０＝（ＶＧＰ３２＋ＶＧＮ３２）／２の関係が成り立つ。例えばＶＧＰ３２＝１２．５
Ｖ、ＶＧＮ３２＝２．５Ｖの場合には、ＶＧ０＝７．５Ｖになる。
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【００６６】
　このようにすれば、正極性期間においては、アシスト回路ＡＳＰが、ＶＧ０～ＶＧＰ３
２の電圧範囲でアシスト駆動を行い、負極性期間においては、アシスト回路ＡＳＮが、Ｖ
Ｇ０～ＶＧＮ３２の電圧範囲でアシスト駆動を行えるようになる。例えばアシスト回路Ａ
ＳＰは、初期化電圧ＶＧ０から高電位側の電圧へと出力線ＬＱＰの電圧を変化させるアシ
スト駆動を、表示データＤＡに基づき行う。アシスト回路ＡＳＮは、初期化電圧ＶＧ０か
ら低電位側の電圧へと出力線ＬＱＮの電圧を変化させるアシスト駆動を、表示データＤＡ
に基づき行う。これにより簡素な制御でのアシスト駆動が可能になり、回路構成や回路制
御の簡素化を図れるようになる。
【００６７】
　また表示ドライバー１０は、第１出力線である出力線ＬＱＰと、第２出力線である出力
線ＬＱＮとの間に設けられるスイッチＳＷ３を含む。スイッチＳＷ３は第３スイッチであ
り、例えばＣＭＯＳのトランジスターなどにより実現できる。例えばスイッチＳＷ３の一
端は出力線ＬＱＰ及びスイッチＳＷ１の一端に接続される。スイッチＳＷ３の他端は出力
線ＬＱＮ及びスイッチＳＷ２の一端に接続される。スイッチＳＷ１、ＳＷ２の他端はアン
プ回路ＡＭＰの入力ノードＮＩに接続される。そして図１２に示すようにスイッチＳＷ３
は、正極性期間における初期化期間においてオンになる。またスイッチＳＷ３は、負極性
期間における初期化期間においてオンになる。
【００６８】
　このようなスイッチＳＷ３を設ければ、初期化期間において出力線ＬＱＰと出力線ＬＱ
Ｎとをショートできるようになる。このように出力線ＬＱＰ、ＬＱＮをショートすること
で、初期化期間において出力線ＬＱＰ、ＬＱＮを初期化電圧ＶＧ０に早期に設定できるよ
うになり、アシスト回路ＡＳＰ、ＡＳＮは、初期化電圧ＶＧ０を開始電圧としてアシスト
駆動を行えるようになる。そしてアシスト回路ＡＳＰは、初期化電圧ＶＧ０から高電位側
の電圧へと出力線ＬＱＰの電圧を変化させるアシスト駆動を行い、アシスト回路ＡＳＮは
、初期化電圧ＶＧ０から低電位側の電圧へと出力線ＬＱＮの電圧を変化させるアシスト駆
動を行えば済むため、簡素な制御でのアシスト駆動が可能になる。
【００６９】
　また駆動回路２１は、正極性期間における初期化期間において、駆動信号群ＤＧＰをロ
ーレベルの電圧に設定する。例えばＧＮＤの電圧レベルに設定する。一方、駆動回路２２
は、負極性期間における初期化期間において、駆動信号群ＤＧＮをハイレベルの電圧に設
定する。例えばＶＤＤＨの電圧レベルに設定する。ここで駆動回路２１は第１駆動回路で
あり、駆動信号群ＤＧＰは第１駆動信号群である。また駆動回路２２は第２駆動回路であ
り、駆動信号群ＤＧＮは第２駆動信号群である。
【００７０】
　即ち、正極性期間における初期化期間において、キャパシター群ＣＧＰの他端は初期化
電圧ＶＧ０に設定され、駆動回路２１が、ローレベルの電圧に設定された駆動信号群ＤＧ
Ｐをキャパシター群ＣＧＰの一端に出力する。これにより、初期化期間において、キャパ
シター群ＣＧＰには、初期化電圧ＶＧ０とローレベルの電圧の電圧差に対応する電荷が蓄
積されるようになる。そして初期化期間の後のアシスト期間において、駆動回路２１が、
表示データＤＡに対応する駆動信号群ＤＧＰをキャパシター群ＣＧＰの一端に出力するこ
とで、出力線ＬＱＰの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から高電位側の電圧に変化させるアシス
ト駆動が実現されるようになる。
【００７１】
　また負極性期間における初期化期間において、キャパシター群ＣＧＮの他端は初期化電
圧ＶＧ０に設定され、駆動回路２２が、ハイレベルの電圧に設定された駆動信号群ＤＧＮ
をキャパシター群ＣＧＮの一端に出力する。これにより、初期化期間において、キャパシ
ター群ＣＧＮには、初期化電圧ＶＧ０とハイレベルの電圧の電圧差に対応する電荷が蓄積
されるようになる。そして初期化期間の後のアシスト期間において、駆動回路２２が、表
示データＤＡに対応する駆動信号群ＤＧＮをキャパシター群ＣＧＮの一端に出力すること
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で、出力線ＬＱＮの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から低電位側の電圧に変化させるアシスト
駆動が実現されるようになる。
【００７２】
　またアシスト回路ＡＳＰは初期化回路２５を含む。初期化回路２５は、正極性期間にお
ける初期化期間において、初期化用の制御信号群ＳＧＰを駆動回路２１に出力し、正極性
期間におけるアシスト期間において、表示データＤＡに対応する制御信号群ＳＧＰを駆動
回路２１に出力する。初期化回路２５は第１初期化回路であり、制御信号群ＳＧＰは第１
制御信号群である。例えば正極性期間における初期化期間においては、図１２に示すよう
に初期化信号ＩＮＩがアクティブになることで、初期化回路２５は、初期化用の制御信号
群ＳＧＰを駆動回路２１に出力する。例えば初期化回路２５は、駆動回路２１が出力する
駆動信号群ＤＧＰをローレベルの電圧に初期化する制御信号群ＳＧＰを出力する。そして
初期化回路２５は、初期化期間の後のアシスト期間において、表示データＤＡに対応する
制御信号群ＳＧＰを駆動回路２１に出力する。このようにすることで、駆動回路２１は、
表示データＤＡに対応する駆動信号群ＤＧＰを、キャパシター群ＣＧＰの一端に出力する
ようになる。これにより、出力線ＬＱＰの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から、表示データＤ
Ａに応じた電圧に上昇させるアシスト駆動が可能になる。
【００７３】
　またアシスト回路ＡＳＮは初期化回路２６を含む。初期化回路２６は、負極性期間にお
ける初期化期間において、初期化用の制御信号群ＳＧＮを駆動回路２２に出力し、負極性
期間におけるアシスト期間において、表示データＤＡに対応する制御信号群ＳＧＮを駆動
回路２２に出力する。初期化回路２６は第２初期化回路であり、制御信号群ＳＧＮは第２
制御信号群である。例えば負極性期間における初期化期間においては、図１２に示すよう
に初期化信号ＩＮＩがアクティブになることで、初期化回路２６は、初期化用の制御信号
群ＳＧＮを駆動回路２２に出力する。例えば初期化回路２６は、駆動回路２２が出力する
駆動信号群ＤＧＮをハイレベルの電圧に初期化する制御信号群ＳＧＮを出力する。そして
初期化回路２６は、初期化期間の後のアシスト期間において、表示データＤＡに対応する
制御信号群ＳＧＮを駆動回路２２に出力する。このようにすることで、駆動回路２２は、
表示データＤＡに対応する駆動信号群ＤＧＮをキャパシター群ＣＧＮの一端に出力するよ
うになる。これにより、出力線ＬＱＮの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から、表示データＤＡ
に応じた電圧に下降させるアシスト駆動が可能になる。
【００７４】
　３．詳細な構成例
　図１３に本実施形態の表示ドライバー１０の詳細な第１構成例を示す。図１３では、出
力線ＬＱＰとして、第１階調出力線ＬＱＰＡと第２階調出力線ＬＱＰＢが設けられる。即
ち正極性用の出力線ＬＱＰとして、正極性用の第１階調出力線ＬＱＰＡと正極性用の第２
階調出力線ＬＱＰＢが設けられる。また出力線ＬＱＮとして、第１階調出力線ＬＱＮＡと
第２階調出力線ＬＱＮＢが設けられる。即ち負極性用の出力線ＬＱＮとして、負極性用の
第１階調出力線ＬＱＮＡと負極性用の第２階調出力線ＬＱＮＢが設けられる。
【００７５】
　そしてＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰは、表示データＤＡの上位側ビットデータに基づいて、
第１階調電圧ＶＧＰＡを第１階調出力線ＬＱＰＡに出力し、上位側ビットデータに基づい
て、第２階調電圧ＶＧＰＢを第２階調出力線ＬＱＰＢに出力する。第１階調電圧ＶＧＰＡ
と第２階調電圧ＶＧＰＢは図７に示すような電圧関係になっている。例えば第１階調電圧
ＶＧＰＡと第２階調電圧ＶＧＰＢの電圧差は、表示データＤＡの上位側ビットのうちの最
下位ビットに対応する電圧差になっている。
【００７６】
　またＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮは、表示データＤＡの上位側ビットデータに基づいて、第
１階調電圧ＶＧＮＡを第１階調出力線ＬＱＮＡに出力し、上位側ビットデータに基づいて
、第２階調電圧ＶＧＮＢを第２階調出力線ＬＱＮＢに出力する。第１階調電圧ＶＧＮＡと
第２階調電圧ＶＧＮＢは図７に示すような電圧関係になっている。例えば第１階調電圧Ｖ
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ＧＮＡと第２階調電圧ＶＧＮＢの電圧差は、表示データＤＡの上位側ビットのうちの最下
位ビットに対応する電圧差になっている。
【００７７】
　そしてアンプ回路ＡＭＰは、表示データＤＡの下位側ビットデータに基づいて、第１階
調電圧ＶＧＰＡと第２階調電圧ＶＧＰＢの間の階調電圧に対応する駆動電圧ＶＤを出力す
る。即ちアンプ回路ＡＭＰは、正極性期間においては、正極性用の第１階調電圧ＶＧＰＡ
と第２階調電圧ＶＧＰＢの間の階調電圧であって、表示データＤＡの下位側ビットデータ
に対応する階調電圧を、駆動電圧ＶＤとして出力する。
【００７８】
　またアンプ回路ＡＭＰは、表示データＤＡの下位側ビットデータに基づいて、第１階調
電圧ＶＧＮＡと第２階調電圧ＶＧＮＢの間の階調電圧に対応する駆動電圧ＶＤを出力する
。即ちアンプ回路ＡＭＰは、負極性期間においては、負極性用の第１階調電圧ＶＧＮＡと
第２階調電圧ＶＧＮＢの間の階調電圧であって、表示データＤＡの下位側ビットデータに
対応する階調電圧を、駆動電圧ＶＤとして出力する。
【００７９】
　このような構成にすれば、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮは、表示データＤＡの上
位側ビットデータに基づくＤ／Ａ変換を行えば済むようになり、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ
、ＤＡＣＮに必要とされるＤ／Ａ変換の分解能を低くすることができる。そして表示デー
タＤＡの下位側ビットデータに基づくＤ／Ａ変換については、アンプ回路ＡＭＰに行わせ
ることが可能になる。これによりＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮを構成するスイッチ
素子の個数等を減らすことが可能になり、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの小規模化
を図れる。
【００８０】
　また図１３では、アシスト回路ＡＳＰは、第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階調出力線
ＬＱＰＢに接続される。即ち正極性用のアシスト回路ＡＳＰは、正極性用の第１階調出力
線ＬＱＰＡ及び正極性用の第２階調出力線ＬＱＰＢに接続される。またアシスト回路ＡＳ
Ｎは、第１階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線ＬＱＮＢに接続される。即ち負極性用
のアシスト回路ＡＳＮは、負極性用の第１階調出力線ＬＱＮＡ及び負極性用の第２階調出
力線ＬＱＮＢに接続される。
【００８１】
　このようにすれば、第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階調出力線ＬＱＰＢのアシスト駆
動を、１つのアシスト回路ＡＳＰにより行えるようになる。即ち正極性期間においては、
正極性用の第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階調出力線ＬＱＰＢの両方のアシスト駆動が
、正極性用のアシスト回路ＡＳＰにより行われるようになる。これにより、出力線ＬＱＰ
として第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階調出力線ＬＱＰＢを設けた場合にも、１つのア
シスト回路ＡＳＰによりアシスト駆動を行えるようになるため、回路の小規模化を図れる
。また第１階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線ＬＱＮＢのアシスト駆動を、１つのア
シスト回路ＡＳＮにより行えるようになる。即ち負極性期間においては、負極性用の第１
階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線ＬＱＮＢの両方のアシスト駆動が、負極性用のア
シスト回路ＡＳＮにより行われるようになる。これにより、出力線ＬＱＮとして第１階調
出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線ＬＱＮＢを設けた場合にも、１つのアシスト回路ＡＳ
Ｎによりアシスト駆動を行えるようになるため、回路の小規模化を図れる。
【００８２】
　次に図１３の構成について更に詳細に説明する。正極性用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰは
、Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＰＡ、ＤＡＣＰＢを含む。Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＰＡは、ＶＧ０～Ｖ
ＧＰ３１が入力され、ＶＧ０～ＶＧＰ３１の中から表示データＤＡの上位側ビットデータ
に基づき選択された電圧を、第１階調電圧ＶＧＰＡとして出力する。Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣ
ＰＢは、ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２が入力され、ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２の中から表示データＤ
Ａの上位側ビットデータに基づき選択された電圧を、第２階調電圧ＶＧＰＢとして出力す
る。例えばＤ／Ａ変換器ＤＡＣＰＡがＶＧＰＡ＝ＶＧＰ３１を選択して出力する場合には
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、Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＰＢはＶＧＰＢ＝ＶＧＰ３２を選択して出力する。Ｄ／Ａ変換器Ｄ
ＡＣＰＡがＶＧＰＡ＝ＶＧＰ３０を選択して出力する場合には、Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＰＢ
はＶＧＰＢ＝ＶＧＰ３１を選択して出力する。即ちＤ／Ａ変換器ＤＡＣＰＡ、ＤＡＣＰＢ
は隣り合う第１階調電圧ＶＧＰＡ、第２階調電圧ＶＧＰＢを出力する。ここで隣り合う第
１階調電圧ＶＧＰＡ、第２階調電圧ＶＧＰＢでは、その電圧差が、表示データＤＡの上位
側ビットの最下位ビットに対応する電圧差になっている。
【００８３】
　また負極性用のＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮは、Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＮＡ、ＤＡＣＮＢを含
む。Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＮＡは、ＶＧ０～ＶＧＮ３１が入力され、ＶＧ０～ＶＧＮ３１の
中から表示データＤＡの上位側ビットデータに基づき選択された電圧を、第１階調電圧Ｖ
ＧＮＡとして出力する。Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＮＢは、ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２が入力され、
ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２の中から表示データＤＡの上位側ビットデータに基づき選択された
電圧を、第２階調電圧ＶＧＮＢとして出力する。例えばＤ／Ａ変換器ＤＡＣＮＡがＶＧＮ
Ａ＝ＶＧＮ３１を選択して出力する場合には、Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＮＢはＶＧＮＢ＝ＶＧ
Ｎ３２を選択して出力する。Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＮＡがＶＧＮＡ＝ＶＧＮ３０を選択して
出力する場合には、Ｄ／Ａ変換器ＤＡＣＮＢはＶＧＮＢ＝ＶＧＮ３１を選択して出力する
。即ちＤ／Ａ変換器ＤＡＣＮＡ、ＤＡＣＮＢは隣り合う第１階調電圧ＶＧＮＡ、第２階調
電圧ＶＧＮＢを出力する。ここで隣り合う第１階調電圧ＶＧＮＡ、第２階調電圧ＶＧＮＢ
では、その電圧差が、表示データＤＡの上位側ビットの最下位ビットに対応する電圧差に
なっている。
【００８４】
　また図１３では、第１スイッチであるスイッチＳＷ１として、スイッチＳＷ１Ａ、ＳＷ
１Ｂが設けられる。スイッチＳＷ１Ａ、ＳＷ１Ｂは、各々、第１階調電圧ＶＧＰＡ、第２
階調電圧ＶＧＰＢが入力され、正極性期間においてオンになる。また第２スイッチである
スイッチＳＷ２として、スイッチＳＷ２Ａ、ＳＷ２Ｂが設けられる。スイッチＳＷ２Ａ、
ＳＷ２Ｂは、各々、第１階調電圧ＶＧＮＡ、第２階調電圧ＶＧＮＢが入力され、負極性期
間においてオンになる。
【００８５】
　また図１３では、第３スイッチであるスイッチＳＷ３として、スイッチＳＷ３Ａ、ＳＷ
３Ｂが設けられる。スイッチＳＷ３Ａは、正極性用の第１階調出力線ＬＱＰＡと負極性用
の第１階調出力線ＬＱＮＡとの間に設けられる。スイッチＳＷ３Ｂは、正極性用の第２階
調出力線ＬＱＰＢと負極性用の第２階調出力線ＬＱＮＢとの間に設けられる。そしてスイ
ッチＳＷ３Ａ、ＳＷ３Ｂは、正極性期間における初期化期間及び負極性期間における初期
化期間においてオンになる。
【００８６】
　また図１３では、第１出力スイッチである出力スイッチＳＱＰとして、出力スイッチＳ
ＱＰＡ、ＳＱＰＢが設けられ、第２出力スイッチである出力スイッチＳＱＮとして、出力
スイッチＳＱＮＡ、ＳＱＮＢが設けられる。出力スイッチＳＱＰＡは、正極性用の第１階
調出力線ＬＱＰＡとキャパシター群ＣＧＰの他端との間に設けられる。出力スイッチＳＱ
ＰＢは、正極性用の第２階調出力線ＬＱＰＢとキャパシター群ＣＧＰの他端との間に設け
られる。そして出力スイッチＳＱＰＡ、ＳＱＰＢは、正極性期間におけるアシスト期間に
おいてオンになる。また出力スイッチＳＱＮＡは、負極性用の第１階調出力線ＬＱＮＡと
キャパシター群ＣＧＮの他端との間に設けられる。出力スイッチＳＱＮＢは、負極性用の
第２階調出力線ＬＱＮＢとキャパシター群ＣＧＮの他端との間に設けられる。そして出力
スイッチＳＱＮＡ、ＳＱＮＢは、負極性期間におけるアシスト期間においてオンになる。
【００８７】
　また初期化回路２５には、表示データＤＡの上位側ビットデータとして、Ｄ４～Ｄ８が
入力される。そして前述したように初期化回路２５は、正極性期間における初期化期間に
おいて、駆動回路２１から出力される駆動信号群ＤＧＰをローレベルの電圧に初期化する
制御信号群ＳＧＰを出力する。そして初期化回路２５は、初期化期間の後のアシスト期間
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において、表示データＤＡの上位側ビットデータであるＤ４～Ｄ８に対応する制御信号群
ＳＧＰを出力する。例えばＤ４～Ｄ８のいずれかのビットデータが「１」になると、制御
信号群ＳＧＰのうちの当該ビットデータに対応する制御信号がハイレベルになり、駆動信
号群ＤＧＰのうちの当該制御信号に対応する駆動信号がローレベルからハイレベルの電圧
に変化する。これにより、第１階調出力線ＬＱＰＡ、第２階調出力線ＬＱＰＢの電圧を、
初期化電圧ＶＧ０から、表示データＤＡに応じた電圧に上昇させるアシスト駆動が可能に
なる。
【００８８】
　また初期化回路２６には、表示データＤＡの上位側ビットデータとして、ＸＤ４～ＸＤ
８が入力される。ここで「Ｘ」は負論理を意味する。そして前述したように初期化回路２
６は、負極性期間における初期化期間において、駆動回路２２から出力される駆動信号群
ＤＧＮをハイレベルの電圧に初期化する制御信号群ＳＧＮを出力する。そして初期化回路
２６は、初期化期間の後のアシスト期間において、表示データＤＡの上位側ビットデータ
であるＸＤ４～ＸＤ８に対応する制御信号群ＳＧＮを出力する。例えばＸＤ４～ＸＤ８の
いずれかのビットデータが「０」になると、制御信号群ＳＧＮのうちの当該ビットデータ
に対応する制御信号がローレベルになり、駆動信号群ＤＧＮのうちの当該制御信号に対応
する駆動信号がハイレベルからローレベルの電圧に変化する。これにより、第１階調出力
線ＬＱＮＡ、第２階調出力線ＬＱＮＢの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から、表示データＤＡ
に応じた電圧に下降させるアシスト駆動が可能になる。
【００８９】
　また図１３では、アンプ回路ＡＭＰは、スイッチＳＤ０～ＳＤ３、ＳＸＤ０～ＳＸＤ３
により構成されるスイッチ回路４０を含む。スイッチＳＤ０、ＳＤ１、ＳＤ２、ＳＤ３は
、表示データＤＡの下位側ビットデータであるＤ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３が「１」の場合に
オンになる。スイッチＳＸＤ０、ＳＸＤ１、ＳＸＤ２、ＳＸＤ３は、Ｄ０、Ｄ１、Ｄ２、
Ｄ３が「０」の場合にオンになる。
【００９０】
　またアンプ回路ＡＭＰが有する演算増幅器ＯＰは、非反転入力端子（＋）として入力端
子Ｉ０、Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４を有する。演算増幅器ＯＰの反転入力端子（－）は、演
算増幅器ＯＰの出力端子に接続されている。例えば演算増幅器ＯＰは、入力端子Ｉ０、Ｉ
１、Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４に対応する差動トランジスターに対して重み付けがされており、入
力端子Ｉ０、Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３、Ｉ４への入力電圧に対して重み付けされた電圧レベルの
駆動電圧ＶＤを出力する。
【００９１】
　スイッチ回路４０のスイッチＳＸＤ０、ＳＸＤ１、ＳＸＤ２、ＳＸＤ３は、各々、アン
プ回路ＡＭＰの第１入力ノードＮＩＡと、演算増幅器ＯＰの入力端子Ｉ０、Ｉ１、Ｉ２、
Ｉ３との間に設けられる。スイッチ回路４０のスイッチＳＤ０、ＳＤ１、ＳＤ２、ＳＤ３
は、各々、アンプ回路ＡＭＰの第２入力ノードＮＩＢと、演算増幅器ＯＰの入力端子Ｉ０
、Ｉ１、Ｉ２、Ｉ３との間に設けられる。また第１入力ノードＮＩＡは、演算増幅器ＯＰ
の入力端子Ｉ４に接続される。
【００９２】
　そして正極性期間においては、スイッチＳＷ１Ａ、ＳＷ１Ｂがオンになり、スイッチＳ
Ｗ２Ａ、ＳＷ２Ｂがオフになることで、アンプ回路ＡＭＰの第１入力ノードＮＩＡに第１
階調電圧ＶＧＰＡが入力され、第２入力ノードＮＩＢに第２階調電圧ＶＧＰＢが入力され
る。そして表示データＤＡの下位側ビットデータＤ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３に応じて、スイ
ッチＳＤ０～ＳＤ３、ＳＸＤ０～ＳＸＤ３がオン又はオフになることで、アンプ回路ＡＭ
Ｐは、第１階調電圧ＶＧＰＡと第２階調電圧ＶＧＰＢの間の階調電圧に対応する駆動電圧
ＶＤを出力するようになる。なおＤ０＝Ｄ１＝Ｄ２＝Ｄ３＝０の場合には、アンプ回路Ａ
ＭＰは、第１階調電圧ＶＧＰＡに対応する駆動電圧ＶＤを出力し、Ｄ０＝Ｄ１＝Ｄ２＝Ｄ
３＝１の場合には、アンプ回路ＡＭＰは、第２階調電圧ＶＧＰＢに対応する駆動電圧ＶＤ
を出力する。
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【００９３】
　一方、負極性期間においては、スイッチＳＷ２Ａ、ＳＷ２Ｂがオンになり、スイッチＳ
Ｗ１Ａ、ＳＷ１Ｂがオフになることで、アンプ回路ＡＭＰの第１入力ノードＮＩＡに第１
階調電圧ＶＧＮＡが入力され、第２入力ノードＮＩＢに第２階調電圧ＶＧＮＢが入力され
る。そして表示データＤＡの下位側ビットデータＤ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３に応じて、スイ
ッチＳＤ０～ＳＤ３、ＳＸＤ０～ＳＸＤ３がオン又はオフになることで、アンプ回路ＡＭ
Ｐは、第１階調電圧ＶＧＮＡと第２階調電圧ＶＧＮＢの間の階調電圧に対応する駆動電圧
ＶＤを出力するようになる。なおＤ０＝Ｄ１＝Ｄ２＝Ｄ３＝０の場合には、アンプ回路Ａ
ＭＰは、第１階調電圧ＶＧＮＡに対応する駆動電圧ＶＤを出力し、Ｄ０＝Ｄ１＝Ｄ２＝Ｄ
３＝１の場合には、アンプ回路ＡＭＰは、第２階調電圧ＶＧＮＢに対応する駆動電圧ＶＤ
を出力する。
【００９４】
　演算増幅器ＯＰの具体的な回路構成例は、例えば特開２０１９－９０９５７号公報の図
９～図１２に記載されている。例えば演算増幅器ＯＰは、入力端子Ｉ０、Ｉ１、Ｉ２、Ｉ
３、Ｉ４がゲートに接続される不図示の非反転入力用の差動トランジスターＴＤ０、ＴＤ
１、ＴＤ２、ＴＤ３、ＴＤ４を有する。ＴＤ０、ＴＤ１、ＴＤ２、ＴＤ３、ＴＤ４の各差
動トランジスターはユニットトランジスターにより構成されており、各差動トランジスタ
ーを構成するユニットトランジスターの個数により、例えば１対２対４対８対１６という
ようなバイナリーの重み付けが行われる。例えば正極性期間において、表示データＤＡの
下位側ビットデータがＤ０＝Ｄ１＝Ｄ２＝Ｄ３＝０である場合には、差動トランジスター
ＴＤ０～ＴＤ４のゲートには、第２階調電圧ＶＧＰＢよりも低い第１階調電圧ＶＧＰＡが
入力される。これによりアンプ回路ＡＭＰは、第１階調電圧ＶＧＰＡに対応する駆動電圧
ＶＤを出力する。また正極性期間において、表示データＤＡの下位側ビットデータがＤ０
＝Ｄ１＝Ｄ２＝Ｄ３＝１である場合には、差動トランジスターＴＤ０～ＴＤ４のゲートに
は、第１階調電圧ＶＧＰＡよりも高い第２階調電圧ＶＧＰＢが入力される。これによりア
ンプ回路ＡＭＰは、第２階調電圧ＶＧＰＢに対応する駆動電圧ＶＤを出力する。また正極
性期間において、表示データＤＡの下位側ビットデータＤ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３のうちの
Ｄｉが「０」であり、Ｄｊが「１」であったとする。ここで０≦ｉ≦３、０≦ｊ≦３であ
り、ｉとｊは異なる整数である。この場合にはＴＤ０～ＴＤ４のうちのＤｉに対応する差
動トランジスターには第１階調電圧ＶＧＰＡが入力され、Ｄｊに対応する差動トランジス
ターには第２階調電圧ＶＧＰＢが入力される。これによりアンプ回路ＡＭＰは、第１階調
電圧ＶＧＰＡと第２階調電圧ＶＧＰＢの間の階調電圧に対応する駆動電圧ＶＤを出力する
。負極性期間におけるアンプ回路ＡＭＰの動作も同様である。
【００９５】
　図１４は、図１３の第１構成例の表示ドライバー１０の動作を説明する信号波形図であ
る。なお図１４では、説明の便宜のために上段に正極性期間での信号波形を示し、下段に
負極性期間での信号波形を示しているが、図１２に示すように正極性期間と負極性期間は
異なる期間である。まずＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの出力がハイインピーダンス
状態に設定される。そして初期化期間においては、正極性用の第１階調出力線ＬＱＰＡ及
び第２階調出力線ＬＱＰＢと、負極性用の第１階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線Ｌ
ＱＮＢが、初期化電圧ＶＧ０に設定される。即ち出力スイッチＳＱＰＡ、ＳＱＰＢ、ＳＱ
ＮＡ、ＳＱＮＢと、初期化スイッチＳＩＰ、ＳＩＮと、スイッチＳＷ３Ａ、ＳＷ３Ｂがオ
ンになることで、これらの階調出力線が初期化電圧ＶＧ０に設定される。その後、アシス
ト回路ＡＳＰ又はアシスト回路ＡＳＮによるアシスト駆動が行われる。例えば正極性期間
においては、第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階調出力線ＬＱＰＢの電圧を、初期化電圧
ＶＧ０から高電位側の電圧に上昇させるアシスト駆動が行われる。また負極性期間におい
ては、第１階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線ＬＱＮＢの電圧を、初期化電圧ＶＧ０
から低電位側の電圧に下降させるアシスト駆動が行われる。そしてアシスト期間の後に、
Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ又はＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＮが動作して、ＤＡＣ駆動が行われる
。例えば正極性期間においては、第１階調出力線ＬＱＰＡの電圧を第１階調電圧ＶＧＰＡ
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に設定し、第２階調出力線ＬＱＰＢの電圧を第２階調電圧ＶＧＰＢに設定するＤＡＣ駆動
が行われる。また負極性期間においては、第１階調出力線ＬＱＮＡの電圧を第１階調電圧
ＶＧＮＡに設定し、第２階調出力線ＬＱＮＢの電圧を第２階調電圧ＶＧＮＢに設定するＤ
ＡＣ駆動が行われる。このようにすることで、アシスト駆動を行いながら正極性期間での
正極性駆動と負極性期間での負極性駆動を実現できるようになる。
【００９６】
　図１５に表示ドライバー１０の詳細な第２構成例を示す。図１５では、図１３の第１構
成例に対して、アンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭが追加されている。ここで説明の便
宜のために、適宜、図１５のように第１階調出力線ＬＱＰＡ、ＬＱＮＡを第１階調出力線
ＬＱＡと総称し、第２階調出力線ＬＱＰＢ、ＬＱＮＢを第２階調出力線ＬＱＢと総称する
。例えば正極性期間では、スイッチＳＷ１Ａ、ＳＷ１Ｂがオンになることで、第１階調出
力線ＬＱＡは第１階調出力線ＬＱＰＡになり、第２階調出力線ＬＱＢは第２階調出力線Ｌ
ＱＰＢになる。負極性期間では、スイッチＳＷ２Ａ、ＳＷ２Ｂがオンになることで、第１
階調出力線ＬＱＡは第１階調出力線ＬＱＮＡになり、第２階調出力線ＬＱＢは第２階調出
力線ＬＱＮＢになる。
【００９７】
　この場合に、アンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭは、第１階調出力線ＬＱＡ及び第２
階調出力線ＬＱＢの一方の階調出力線に接続される。図１５では、アシスト回路ＡＳＡＭ
は第２階調出力線ＬＱＢに接続されている。例えばアンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭ
は、出力スイッチＳＱＡＭとキャパシターＣＡＭを含む。キャパシターＣＡＭの一端には
、駆動信号ＶＡＭが入力される。出力スイッチＳＱＡＭの一端は、第２階調出力線ＬＱＢ
に接続され、出力スイッチＳＱＡＭの他端は、キャパシターＣＡＭの他端に接続される。
なおアシスト回路ＡＳＡＭを第１階調出力線ＬＱＡに接続してもよい。また前述したよう
に、第１階調出力線ＬＱＡは、正極性用の第１階調出力線ＬＱＰＡと負極性用の第１階調
出力線ＬＱＮＡのうちの一方であり、アンプ回路ＡＭＰの第１入力ノードＮＩＡに接続さ
れる階調出力線である。また第２階調出力線ＬＱＢは、正極性用の第２階調出力線ＬＱＰ
Ｂと負極性用の第２階調出力線ＬＱＮＢのうちの一方であり、アンプ回路ＡＭＰの第２入
力ノードＮＩＢに接続される階調出力線である。
【００９８】
　そしてアンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭは、アシスト回路ＡＳＰ又はアシスト回路
ＡＳＮが第１階調出力線ＬＱＡ及び第２階調出力線ＬＱＢのアシスト駆動を行った後、一
方の階調出力線である第２階調出力線ＬＱＢのアシスト駆動を行う。
【００９９】
　例えば正極性期間においては、アシスト回路ＡＳＰが、第１階調出力線ＬＱＡとなる第
１階調出力線ＬＱＰＡの電圧と第２階調出力線ＬＱＢとなる第２階調出力線ＬＱＰＢの電
圧を上昇させるアシスト駆動を行う。そしてアシスト回路ＡＳＰによるアシスト駆動の後
に、アンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭが、アシスト回路ＡＳＡＭが接続される一方の
階調出力線である第２階調出力線ＬＱＰＢ（ＬＱＢ）のアシスト駆動を行う。例えば正極
性期間においては、アシスト回路ＡＳＡＭは、第２階調出力線ＬＱＰＢ（ＬＱＢ）の電圧
を上昇させるアシスト駆動を行う。これにより第１階調電圧ＶＧＰＡと第２階調電圧ＶＧ
ＰＢの間の微少な電圧差を、高速に生成できるようになる。
【０１００】
　一方、負極性期間においては、アシスト回路ＡＳＮが、第１階調出力線ＬＱＡとなる第
１階調出力線ＬＱＮＡの電圧と第２階調出力線ＬＱＢとなる第２階調出力線ＬＱＮＢの電
圧を下降させるアシスト駆動を行う。そしてアシスト回路ＡＳＮによるアシスト駆動の後
に、アンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭが、アシスト回路ＡＳＡＭが接続される一方の
階調出力線である第２階調出力線ＬＱＮＢ（ＬＱＢ）のアシスト駆動を行う。例えば負極
性期間においては、アシスト回路ＡＳＡＭは、第２階調出力線ＬＱＮＢ（ＬＱＢ）の電圧
を下降させるアシスト駆動を行う。これにより第１階調電圧ＶＧＮＡと第２階調電圧ＶＧ
ＮＢの間の微少な電圧差を、高速に生成できるようになる。
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【０１０１】
　図１６は、図１５の第２構成例の表示ドライバー１０の動作を説明する信号波形図であ
る。なお図１６では、説明の便宜のために上段に正極性期間での信号波形を示し、下段に
負極性期間での信号波形を示しているが、正極性期間と負極性期間は異なる期間である。
まずＤ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮの出力がハイインピーダンス状態に設定される。
そして初期化期間においては、正極性用の第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階調出力線Ｌ
ＱＰＢと、負極性用の第１階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力線ＬＱＮＢが、初期化電
圧ＶＧ０に設定される。その後、アシスト回路ＡＳＰ又はアシスト回路ＡＳＮによるアシ
スト駆動が行われる。例えば正極性期間においては、第１階調出力線ＬＱＰＡ及び第２階
調出力線ＬＱＰＢの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から高電位側の電圧に上昇させるアシスト
駆動が行われる。また負極性期間においては、第１階調出力線ＬＱＮＡ及び第２階調出力
線ＬＱＮＢの電圧を、初期化電圧ＶＧ０から低電位側の電圧に下降させるアシスト駆動が
行われる。そしてアシスト期間の後のアンプアシスト期間において、アンプ回路用のアシ
スト回路ＡＳＡＭが動作する。例えば正極性期間においては、アシスト回路ＡＳＡＭは、
第２階調出力線ＬＱＰＢ（ＬＱＢ）の電圧を上昇させて、第２階調電圧ＶＧＰＢに近づけ
るアシスト駆動を行う。一方、負極性期間においては、アシスト回路ＡＳＡＭは、第２階
調出力線ＬＱＮＢ（ＬＱＢ）の電圧を下降させて第２階調電圧ＶＧＮＢに近づけるアシス
ト駆動を行う。そしてアンプアシスト期間の後に、Ｄ／Ａ変換回路ＤＡＣＰ又はＤ／Ａ変
換回路ＤＡＣＮが動作して、ＤＡＣ駆動が行われる。例えば正極性期間においては、第１
階調出力線ＬＱＰＡの電圧を第１階調電圧ＶＧＰＡに設定し、第２階調出力線ＬＱＰＢの
電圧を第２階調電圧ＶＧＰＢに設定するＤＡＣ駆動が行われる。また負極性期間において
は、第１階調出力線ＬＱＮＡの電圧を第１階調電圧ＶＧＮＡに設定し、第２階調出力線Ｌ
ＱＮＢの電圧を第２階調電圧ＶＧＮＢに設定するＤＡＣ駆動が行われる。
【０１０２】
　このようにアンプ回路用のアシスト回路ＡＳＡＭを設けることで、第１階調電圧と第２
階調電圧の微少の電圧差を、高速に生成できるようになる。例えば正極性期間においては
、第１階調電圧ＶＧＰＡと第２階調電圧ＶＧＰＢの微少の電圧差を、アンプ回路用のアシ
スト回路ＡＳＡＭのアシスト駆動により、高速に生成できるようになる。負極性期間にお
いては、第１階調電圧ＶＧＮＡと第２階調電圧ＶＧＮＢの微少の電圧差を、アンプ回路用
のアシスト回路ＡＳＡＭのアシスト駆動により、高速に生成できるようになる。これによ
り表示ドライバー１０の更なる高速駆動を実現できる。
【０１０３】
　４．電気光学装置、電子機器、移動体
　図１７に本実施形態の電気光学装置１６０の構成例を示す。電気光学装置１６０は、本
実施形態の表示ドライバー１０と電気光学パネル１５０を含む。例えば表示ドライバー１
０はフレキシブル基板に実装され、そのフレキシブル基板が電気光学パネル１５０に接続
され、フレキシブル基板に形成された配線によって、表示ドライバー１０の画像信号出力
端子であるデータ信号出力端子と、電気光学パネル１５０の画像信号入力端子であるデー
タ信号入力端子とが接続される。或いは、表示ドライバー１０はリジッド基板に実装され
、リジッド基板と電気光学パネル１５０とがフレキシブル基板により接続され、フレキシ
ブル基板に形成された配線によって表示ドライバー１０のデータ信号出力端子と電気光学
パネル１５０のデータ信号入力端子とが接続されてもよい。
【０１０４】
　図１８に本実施形態の表示ドライバー１０を含む電子機器３００の構成例を示す。電子
機器３００は、表示ドライバー１０、電気光学パネル１５０、表示コントローラー１１０
、処理装置３１０、メモリー３２０、操作インターフェース３３０、通信インターフェー
ス３４０を含む。回路装置である表示ドライバー１０と電気光学パネル１５０とにより、
電気光学装置１６０が構成される。電子機器３００の具体例としては、プロジェクター、
車載機器、ヘッドマウントディスプレイ、印刷装置、携帯型情報端末、携帯型ゲーム端末
、ロボット、或いは情報処理装置などの種々の電子機器がある。車載機器は、例えばメー
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ターパネルなどのパネル機器やカーナビゲーションシステム等の電子機器である。
【０１０５】
　表示コントローラー１１０は、表示ドライバー１０のタイミング制御などの各種の制御
を行ったり、表示ドライバー１０に対して表示データである画像データを供給したり、画
像データに対する画像処理を行う。処理装置３１０は、電子機器３００の制御処理や、種
々の信号処理等を行う。処理装置３１０は例えば外部デバイスであるホストである。処理
装置３１０は、例えばＣＰＵやＭＰＵ等のプロセッサー、或いはＡＳＩＣ等により実現で
きる。メモリー３２０は、例えば操作インターフェース３３０や通信インターフェース３
４０からのデータを記憶したり、或いは、処理装置３１０のワークメモリーとして機能す
る。メモリー３２０は、例えばＲＡＭやＲＯＭ等の半導体メモリー、或いはハードディス
クドライブ等の磁気記憶装置により実現できる。操作インターフェース３３０は、ユーザ
ーからの種々の操作を受け付けるユーザーインターフェースである。例えば操作インター
フェース３３０は、ボタンやマウスやキーボード、或いは電気光学パネル１５０に装着さ
れたタッチパネル等により実現できる。通信インターフェース３４０は、画像データや制
御データの通信を行うインターフェースである。通信インターフェース３４０の通信処理
は、有線の通信処理であってもよいし、無線の通信処理であってもよい。
【０１０６】
　なお電子機器３００がプロジェクターである場合には、光源と光学系を有する投影部が
設けられる。光源は、例えばハロゲンランプ等の白色光源からなるランプユニットなどに
より実現される。光学系は、例えばレンズ、プリズム又はミラー等により実現される。電
気光学パネル１５０が透過型である場合、光源からの光を光学系を介して電気光学パネル
１５０に入射させ、電気光学パネル１５０を透過した光をスクリーンに投影させる。電気
光学パネル１５０が反射型である場合、光源からの光を光学系を介して電気光学パネル１
５０に入射させ、電気光学パネル１５０から反射された光をスクリーンに投影させる。
【０１０７】
　図１９に、本実施形態の表示ドライバー１０を含む移動体の構成例を示す。移動体は、
例えばエンジンやモーター等の駆動機構、ハンドルや舵等の操舵機構、各種の電子機器を
備えて、地上や空や海上を移動する機器又は装置である。本実施形態の移動体として、例
えば、車、飛行機、バイク、船舶、或いはロボット等を想定できる。図１９は移動体の具
体例としての自動車２０６を概略的に示している。自動車２０６は、車体２０７や車輪２
０９を有する。自動車２０６には、表示ドライバー１０を有する表示装置２２０と、自動
車２０６の各部を制御する制御装置２１０が組み込まれている。制御装置２１０は例えば
ＥＣＵ（Electronic Control Unit）などを含むことができる。表示装置２２０は電気光
学装置１６０により実現されるものであり、例えばメーターパネル等のパネル機器である
。制御装置２１０は、ユーザーに提示するための画像を生成し、その画像を表示装置２２
０に送信する。表示装置２２０は、受信した画像を表示装置２２０の表示部に表示する。
例えば車速や燃料残量、走行距離、各種装置の設定等の情報が画像として表示される。
【０１０８】
　以上に説明したように本実施形態の表示ドライバーは、表示データに基づいて階調電圧
を出力線に出力するＤ／Ａ変換回路と、キャパシター群と、表示データに基づいてキャパ
シター群の一端に駆動信号群を出力する駆動回路とを有し、出力線に接続されて出力線の
アシスト駆動を行うアシスト回路と、電気光学パネルを駆動するアンプ回路を含む。そし
てアシスト回路は、キャパシター群の他端と出力線との間に設けられ、アシスト期間にお
いてオンになる出力スイッチと、一端がキャパシター群の他端に接続され、他端に初期化
電圧が入力される初期化スイッチを含み、初期化期間において、出力スイッチ及び初期化
スイッチがオンになる。
【０１０９】
　本実施形態によれば、初期化期間において、出力スイッチ及び初期化スイッチがオンに
なり、キャパシター群の他端が初期化電圧に設定されることで、出力線が初期化電圧に設
定される。これにより初期化期間において、出力線が初期化電圧に設定された後、アシス
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ト期間においてアシスト回路がアシスト駆動を行えるようになる。このようにすれば、ア
シスト駆動が繰り返し行われる場合にも、アシスト回路は、初期化電圧を開始電圧として
、アシスト駆動を行えるようになる。従って、アシスト駆動を繰り返し行った場合にも適
正なアシスト駆動を維持できる表示ドライバーの実現が可能になる。
【０１１０】
　また本実施形態では、初期化期間において、Ｄ／Ａ変換回路の出力はハイインピーダン
ス状態に設定されてもよい。
【０１１１】
　このようにすれば、初期化期間においてＤ／Ａ変換回路が出力線に対して階調電圧を出
力しないようになるため、出力線を初期化電圧に適正に設定できるようになる。
【０１１２】
　また本実施形態では、初期化期間の後、初期化スイッチがオフになり、アシスト期間に
おいてアシスト回路が出力線のアシスト駆動を行った後、出力スイッチがオフになっても
よい。
【０１１３】
　このようにすれば、初期化期間の後に、初期化スイッチをオフにすることで、キャパシ
ター群の他端に初期化電圧が供給されないようにして、アシスト回路がアシスト駆動を行
い、アシスト期間の後に、出力スイッチをオフにすることで、アシスト回路による出力線
のアシスト駆動を停止できるようになる。
【０１１４】
　また本実施形態では、出力スイッチがオフになった後、Ｄ／Ａ変換回路が階調電圧を出
力線に出力してもよい。
【０１１５】
　このようにすれば、初期化期間において出力線を初期化電圧に設定し、アシスト回路が
、初期化電圧を開始電圧として、表示データに基づくアシスト駆動を行うことで、出力線
の電圧が、Ｄ／Ａ変換回路が出力する階調電圧に近づくようになる。その後に、Ｄ／Ａ変
換回路が階調電圧を出力線に出力することで、階調電圧に対応する駆動電圧で、電気光学
パネルを駆動できるようになる。
【０１１６】
　また本実施形態では、アシスト回路は、初期化期間において、初期化用の制御信号群を
駆動回路に出力し、アシスト期間において、表示データに対応する制御信号群を駆動回路
に出力する初期化回路を含んでもよい。
【０１１７】
　このようにすれば、初期化期間においては、初期化回路が初期化用の制御信号群を駆動
回路に出力することで、駆動回路は、初期化用の駆動信号群をキャパシター群の一端に出
力できるようになる。そしてアシスト期間においては、初期化回路が表示データに対応す
る制御信号群を駆動回路に出力することで、駆動回路は、表示データに対応する駆動信号
群をキャパシター群の一端に出力できるようになり、出力線の電圧を、表示データに応じ
た電圧に近づけるアシスト駆動が可能になる。
【０１１８】
　また本実施形態では、出力線として、第１階調出力線と第２階調出力線が設けられ、Ｄ
／Ａ変換回路は、表示データの上位側ビットデータに基づいて、第１階調電圧を第１階調
出力線に出力し、上位側ビットデータに基づいて、第２階調電圧を第２階調出力線に出力
してもよい。そしてアンプ回路は、表示データの下位側ビットデータに基づいて、第１階
調電圧と第２階調電圧の間の階調電圧に対応する駆動電圧を出力してもよい。
【０１１９】
　このようにすれば、Ｄ／Ａ変換回路は、表示データの上位側ビットデータに基づくＤ／
Ａ変換を行えば済むようになり、Ｄ／Ａ変換回路に必要とされるＤ／Ａ変換の分解能を低
くすることができる。そして表示データの下位側ビットデータに基づくＤ／Ａ変換につい
ては、アンプ回路に行わせることが可能になるため、Ｄ／Ａ変換回路の小規模化を図れる



(27) JP 2021-33095 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

。
【０１２０】
　また本実施形態では、アシスト回路は、第１階調出力線及び第２階調出力線に接続され
てもよい。
【０１２１】
　このようにすれば、出力線として第１階調出力線及び第２階調出力線を設けた場合にも
、１つのアシスト回路により第１階調出力線及び第２階調出力線の両方のアシスト駆動を
行えるようになるため、回路の小規模化を図れる。
【０１２２】
　また本実施形態では、第１階調出力線及び第２階調出力線の一方の階調出力線に接続さ
れるアンプ回路用のアシスト回路を含み、アンプ回路用のアシスト回路は、アシスト回路
が第１階調出力線及び第２階調出力線のアシスト駆動を行った後、一方の階調出力線のア
シスト駆動を行ってもよい。
【０１２３】
　このようにすれば、第１階調電圧と第２階調電圧の微少の電圧差を、アンプ回路用のア
シスト回路のアシスト駆動により、高速に生成できるようになるため、表示ドライバーの
更なる高速駆動を実現できる。
【０１２４】
　また本実施形態の表示ドライバーは、表示データに基づいて階調電圧を出力線に出力す
るＤ／Ａ変換回路と、キャパシター群と、表示データに基づいてキャパシター群の一端に
駆動信号群を出力する駆動回路とを有し、出力線に接続されて出力線のアシスト駆動を行
うアシスト回路と、電気光学パネルを駆動するアンプ回路と、アンプ回路用のアシスト回
路を含む。そして出力線として、第１階調出力線と第２階調出力線が設けられ、Ｄ／Ａ変
換回路は、表示データの上位側ビットデータに基づいて、第１階調電圧を第１階調出力線
に出力し、上位側ビットデータに基づいて、第２階調電圧を第２階調出力線に出力する。
またアンプ回路は、表示データの下位側ビットデータに基づいて、第１階調電圧と第２階
調電圧の間の階調電圧に対応する駆動電圧を出力する。そしてアンプ回路用のアシスト回
路は、第１階調出力線及び第２階調出力線の一方の階調出力線に接続され、アシスト回路
が第１階調出力線及び第２階調出力線をアシスト電圧に設定した後、一方の階調出力線を
アシスト駆動する。
【０１２５】
　本実施形態によれば、Ｄ／Ａ変換回路は、表示データの上位側ビットデータに基づくＤ
／Ａ変換を行えば済むようになり、Ｄ／Ａ変換回路に必要とされるＤ／Ａ変換の分解能を
低くすることができる。そして表示データの下位側ビットデータに基づくＤ／Ａ変換につ
いては、アンプ回路に行わせることが可能になるため、Ｄ／Ａ変換回路の小規模化を図れ
る。また本実施形態によれば、第１階調電圧と第２階調電圧の微少の電圧差を、アンプ回
路用のアシスト回路のアシスト駆動により、高速に生成できるようになるため、表示ドラ
イバーの高速駆動を実現できる。
【０１２６】
　また本実施形態は、上記に記載の表示ドライバーと、電気光学パネルとを含む電気光学
装置に関係する。
【０１２７】
　また本実施形態は、上記に記載の表示ドライバーを含む電子機器に関係する。
【０１２８】
　また本実施形態は、上記に記載の表示ドライバーを含む移動体に関係する。
【０１２９】
　なお、上記のように本実施形態について詳細に説明したが、本開示の新規事項および効
果から実体的に逸脱しない多くの変形が可能であることは当業者には容易に理解できるで
あろう。従って、このような変形例はすべて本開示の範囲に含まれるものとする。例えば
、明細書又は図面において、少なくとも一度、より広義または同義な異なる用語と共に記
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載された用語は、明細書又は図面のいかなる箇所においても、その異なる用語に置き換え
ることができる。また本実施形態及び変形例の全ての組み合わせも、本開示の範囲に含ま
れる。また表示ドライバー、電気光学装置、電気光学パネル、電子機器、移動体等の構成
・動作も本実施形態で説明したものに限定されず、種々の変形実施が可能である。
【符号の説明】
【０１３０】
１０…表示ドライバー、２０、２１、２２…駆動回路、２４、２５、２６…初期化回路、
３０…階調電圧生成回路、４０…スイッチ回路、１１０…表示コントローラー、
１５０…電気光学パネル、１６０…電気光学装置、２０６…自動車、２０７…車体、
２０９…車輪、２１０…制御装置、２２０…表示装置、３００…電子機器、
３１０…処理装置、３２０…メモリー、３３０…操作インターフェース、
３４０…通信インターフェース、
ＡＭＰ…アンプ回路、ＡＳ、ＡＳＰ、ＡＳＮ、ＡＳＡＭ…アシスト回路、
ＣＧ、ＣＧＰ、ＣＧＮ…キャパシター群、
ＤＡＣ、ＤＡＣＰ、ＤＡＣＮ…Ｄ／Ａ変換回路、ＤＡ…表示データ、
ＤＧ、ＤＧＰ、ＤＧＮ…駆動信号群、ＤＶ１～ＤＶｎ…ドライバー回路、
ＬＧＰ１～ＬＧＰ３２、ＬＧＮ１～ＬＧＮ３２…階調電圧線、
ＬＶＧ０…初期化電圧線、ＩＮＩ…初期化信号、
ＬＱ、ＬＱＰ、ＬＱＮ…出力線、ＬＱＰＡ、ＬＱＮＡ、ＬＱＡ…第１階調出力線、
ＬＱＰＢ、ＬＱＮＢ、ＬＱＢ…第２階調出力線、
ＭＮＴＰ、ＭＰＴＰ、ＭＮＴＮ、ＭＰＴＮ…第１耐圧トランジスター、
ＨＮＴ、ＨＰＴ…第２耐圧トランジスター、ＮＩ…入力ノード、
ＮＩＡ…第１入力ノード、ＮＩＢ…第２入力ノード、
ＯＰ…演算増幅器、ＳＤ０～ＳＤ３、ＳＸＤ０～ＳＸＤ３…スイッチ、
ＳＧ、ＳＧＰ、ＳＧＮ…制御信号群、ＳＩ、ＳＩＰ、ＳＩＮ…初期化スイッチ、
ＳＱ、ＳＱＰ、ＳＱＰＡ、ＳＱＰＢ、ＳＱＮ、ＳＱＮＡ、ＳＱＮＢ…出力スイッチ、
ＳＷ１、ＳＷ１Ａ、ＳＷ１Ｂ…スイッチ、ＳＷ２、ＳＷ２Ａ、ＳＷ２Ｂ…スイッチ、
ＳＷ３、ＳＷ３Ａ、ＳＷ３Ｂ…スイッチ、ＶＤ…駆動電圧、ＶＧ０…初期化電圧、
ＶＧ、ＶＧ１～ＶＧ３２…階調電圧、
ＶＧＰ、ＶＧＰ１～ＶＧＰ３２、ＶＧＮ、ＶＧＮ１～ＶＧＮ３２…階調電圧
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